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序

問山遺跡は、十二川 と裾無川によって作 り出された 日野扇状地にあ り、縄

文 時代か ら中世 にかけての大複合遺跡 であ ります。

このたび、この遺跡の範囲において、県道高井 中野線の拡 巾改良工事が計

画 されたため関係者 により現 地協議 を行なった結果、施工前に記録保存 のため

の緊急発掘調査 を行 う事 にな り、事業主体 である中野建設事務所の御理解 を

得て、委託契約に より、中野市教育委員会が実施 した ものであ ります。

調査 は、 日本考古学協会員 ・中野市文化財保護審議会会長の金井汲次先生

を団長 に、調査主任檀 原長則 ・調査員 田川幸生 ・小林軍司 ・池田実男の各氏

にお願 いす るとともに、地域 の多数 の皆様方の御協 力を得 て実施 しました。

今 回の調査 によって住居趾4軒 をは じめ縄文か ら歴史時代に及ぶ多 くの資

料 を発掘 し、間山地区 をは じめ地域 の先史及び歴史時代 の生活や文化 を解 明

す るうえに極めて貴重な資料 を得 るこ とがで きました。

残暑 のなか長期 にわたる調査にな りましたが 、問山区 をはじめ調査 に御協

力 くださった多 くの方々に心か ら感謝 を申し上 げるとともに、このよ うな立

派な報告書作成のためにご苦労 いただいた調査団の先生方に厚 く御礼 を申 し

上げ ます。

昭和59年3月

中野市教育委員会

教育長 嶋 田 春 三
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第1章 は じめ に

第1節 発掘調査に至るまでの経過

今回実施 した問山遺跡緊急発掘調査 は、県道拡巾改良工事に伴 う記録保存のための調査

で、事業主体 である中野建設事務所長 と中野市長 との委託契約に基づ き中野市教育委員会

が発掘調査 を行ったものである。

(県道高井中野線は近時の車交通量の増大 に伴い道路拡巾改良工事が鋭意順次進め られ

ているが、57年 度からは間山北籍においても年度計画をもって工事が始め られた。)

周知の埋蔵文化財包蔵地である間山遺跡は、縄文前期から弥生、土師、須恵、陶磁器 ま

での長い年代 にわたっての遺物が出土 してお り、且つ当市では濃厚 な広範囲にわたる遺跡

のひ とつである。

この遺跡の範囲に接する形で、工事 をされる県道高井中野線がはしっているが、57年 度

の工事現場か らは数十点の弥生、土師器片が採集された。

このため遺跡の範囲を拡大するとともに、58年 度以後の事業地域について中野建設事務

所長か らの埋蔵文化財保護に係 る協議に基づ き58年6月2日 県教育委員会、事業主体の中

野建設事務所、市教育委員会の各担当者 と、地元学識者の金井汲次氏を交えて現地協議が

なされた。その結果80点 程の土器片を表採するなど現地の状況か ら遺跡存在が認め られる

ので発掘調査をして記録保存をはかることになった。

8月2日 付をもって中野建設事務所長 と中野市長の間で間山遺跡発掘調査の委託契約が

締結され、発掘面積は全体面積1,389m2の うち300m2以 上 とし、又道路工事 との関係で現地

作業は9月16日 までに終了す ることになった。

8月10日 調査団を編成するとともに、地元間山区長に発掘作業の協力を要請した。

(小野沢 捷)
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第2節 調査団の構成

調査責任者 嶋 田 春 三 中野市教育委員会 教育長

調査団長 金 井 汲 次 日本考古学協会員 文化財保護審議会会長

調査=主任 檀 原 長 則 日本考古学協会員

調 査 員 田 川 幸 生 〃 〃

〃 小 林 軍 司 市文化財保護協力員

〃 池 田 実 男 〃 〃

事 務 局 土屋練太郎 市社会教育課 課長

小野沢 捷 〃 歴史民俗資料館管理係長 長野県考古学会員

徳 竹 雅 之 〃 主事 長野県考古学会貝

(協力団体)問 山区 問山史談会

(参加者)古 田 茂 阿藤英奈 田川照生 山上嘉一 酒井健次 佐藤 慧 古川光

夫 中山袈市 海野福松 海野昭二 羽片正人 鈴木嘉工門 矢野修 自 矢野忠良 和田

俊子 小林市兵衛 田中まさみ 尾坂恵美子 藤岡とし子

以上本調査のために炎暑且つ多忙のなか鋭意御参加 いただいた各位 と重機に格別の配慮

をいただいた(株)宮 本に対 し記して感謝 を申し上げる次第である。

(小野沢 捷)
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第3節 調査の経過

8月18日(木)曇 のち雨

午後一部発掘資材 を搬入す る。調査員による現地打ち合せ を行 い、Aか らFま での地区

を設定 し、そのほか調査方法等を具体的に決めた。

8月19日(金)曇

発掘資材 を搬入して、1調査団、作業員、中野建設事務所、地元間山区、市教育委員会出席

のもとに調査団結団式 と安全祈願祭 を行 ったのち、(調査団本部のテントを設営して)調 査に

入った。道路は間山入口の北北西か ら南南東に向って(約5.の 傾斜をもって)登 ってお り調

査地区設定は道路に沿って(下方から上方に向い)右側にA、B、C、F、 左側にD、Eと した。

発掘地はいずれもアスパラが栽培されてお り、まず、A、B地 区の除草をした後2m×2m

のグリッ ドをAは6グ リッド、Bは30グ リッ ドを設定した。A地 区から発掘 を開始 し古銭

(聖宗元宝)1枚 と、土師器片等の遺物少量が出土 した。B地 区については4グ リッド着手

したが遺物、遺構 とも検出せず、耕作の折に拾い出された畦畔の石積の中か ら、土師器片

多数 を採集 した。

8月20日(土)雨 のち晴

A地 区を掘 り下げたが遺物なし、朝か ら天候が不安定で昼近 くになって雨が激 しくなっ

たため午前中で作業を中止した。

8月23日(火)晴 時々曇

引続 きA、B地 区の掘 り下げを行 う。A地 区は以前土層が掩乱された形跡があつた。B

地区か らは弥生、土師器片数点の出土のみ、写真撮影、実測をして遺物取 り上げる。

8月24日(水)曇

A-1よ り砥石2個 と内耳土器片が出土、BA-10お よびBA-12か ら落ち込みを検出

したが遺構 として確認はできなかった。A地 区B地 区(本 部テント地を除く)の発掘 を完了

し写真i撮影 と実測 を行 う。

8月25日(木)小 雨時々晴

C地 区に入りアスパラ刈 をしてグリットを設定する。小雨模様をついて作業続ける。 し

かし午後3時30分 を過 ぎた頃から雨激しくなり、しば らく休んだが晴れないため作業を中

止する。遺物包含層が深いため表土層除去のみ、バ ックホー を使用することに決定し、手
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配した。

8月26日(金)晴

遺構に確認されたCA-6の 周辺の表土除去 を行 った後掘 り下げる。手つ くね土器、刀

子等が出土し、住居趾 と推定 される落 ち込みを確認する。D地 区除草後バ ックホー に より.

表土除去 を行 う。2ヵ 所か ら弥生土器片が出土 した。

8月27日(土)晴

C地 区の住居趾 を掘 り下げ精査、平行して実測を行なう。D地 区の掘 り下 げを開始す

る。縄文、弥生、土師等の多量の土器片が出土した。バ ックホールによりE地 区の表土除

去を行 う。

8月29日(月)晴

C地 区写真撮影、実測の後遺物取 り上げる。引き続 きD地 区掘 り下げをし遺物、遺構の

検出につ とめる。

8月30日(火)晴

C地 区の掘 り下げを続ける。黒耀石製石鍛1点 および少量の土器片が出土 した。D地 区

も礫がおびただ しく作業能率が上 らない。本部のテン トをDとE地 区の間に移動する。

8月31日(水)晴

C地 区カマ ド遺構の精査 とか まど趾横のピッ ト掘 り下げを行 う。D地 区のうち8グ リッ

ドの清掃 を行い写真撮影、実測を行 う。E地 区 も掘 り下げに着手しE-5か ら黒耀石製石鍛

1点 が出土した。

9月1日(木)曇

テン トを移動 した後のB地 区6グ リッドについて掘 り下げを開始 、遺物遺構 とも検出さ

れなかったD地 区のグリッドを24ま で拡大して掘 り下げる。D地 区は3～4、11～16の 場

所が遺物の濃厚な地点であったが遺構は確認されなかった。E地 区のうち5グ リッドを掘

り下げる。

9月2日(金)曇 のち晴

引き続 きD地 区、E地 区の精査を行なう。E地 区か らは弥生片がかな り出る。

9月3日(土)晴

D地 区より甑片、頁岩製石,.`"1点等が出土する。E-14～16間 に集石趾:とそれに伴 う土器

群が検出され作業に力が入る。C地 区は住居趾内の包含層が数層に重なっているため作業

が長引いている。土彊二基を掘 り下げたが遺物なし。

一4一



9月4日(日)晴

日曜 日で は あ るが 作 業 段 取 り上 半 日 出 て 、D、E地 区 の 実 測 を行 う。

9月5日(月)晴

B地 区 測 量 完 了 。D・E地 区 引 き続 き掘 り下 げ を行 な い 、E-3～4か ら打 石 斧 出

土 、E-3～4、E-14～16に つ い て 写 真 撮 影 と実 測 を進 め る。

9月6日(火)晴

D-24か ら住 居 趾 の 壁 と思 わ れ る落 ち込 み を確 認す る。E-14～16を 精 査 、 弥 生 時 代 の集

石 墓 趾2ヵ 所 と考 え られ る。 写 真 撮 影 と実 測 を行 う。

9月7日(水)曇 一 時 雨

E地 区 の掘 り下 げ と実 測 続 け る。 又C地 区 の 延 長 に も グ リッ ドを設 定 バ ッ ク ホー で 表 土

除去 を行 な う。 雨 の た め 午 前 中 で 作 業 を 中 止 す る。

9月9日(金)晴

F地 区 に2グ リ ッ ドを設 定 、D-17～24、E-14～16の 実 測 続 け る。C23～24か らは 須

恵 器 、 陶器 片 の ほ か 多量 の土 師 器 片 が 出土 し たが 、遺 構 は 検 出 さ れ な い 。

9月10日(土)晴

F地 区 か ら は少 量 の 土 器 片 出 土 のみ で あ る。C-23～24は 遺 物 の成 果 が あ っ た が遺 構 確 認

で きず 、 写 真 撮 影 実 測 後 遺 物 を取 り上 げ て 完 了 す る 。D-24の 住 居 趾 壁 は 道 路 の下 に 入 っ

て し ま い プ ラ ン の確 認 に ま で は 至 ら なか っ た 。

9月11日(日)曇 時 々 雨

F地 区 を 引続 き精 査 した が 小 形 の磨 製 石 斧1点 と弥 生 を主 と し縄 文 、 土 師 器 片200余 点

の 出土 で 遺 構 は検 出 し なか っ た 。D、E地 区 の実 測 継 続 して 行 な う。

9月12日(月)雨 後 晴

い よい よ 日程 が つ ま っ て 来 た ため 、雨 模 様 で あ る が 、E地 区 で作 業 を進 め る 。D-18～

19は 実 測 完 了 。E-14～16は 実 測 完 了 した の で想 定 の集 石 墓Aは 断面 掘 と同Bは 全 面 掘 を

始 め た が10cm程 の 下 層 か ら再 び 弥 生 土 器 群 が 出土す る。E-10～11か らは 土 師(国 分 終末 期)

の 圷 が8点 完 形 で 出土 し、住 居 玩 南 東 部 に カマ ドを据 え た 住 居 趾 を ほ ぼ 完 全 な 形 で 検 出

した 。

9月13日(火)曇

E-10～11の 土 師 住 居 趾 清 掃 、 写 真 撮 影 、 実 測 を行 う。 住 居 趾 の一 部 が 道 路下 に 入 るが 、

4.6×6m位 の 隅 丸 方 形 と推 定 で き る。 石 組 カマ ドも しっ か りして お り、 カ マ ド右 に は1m
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×66cmの 大石が置かれていた。E-14～16を 更に掘 り下げると住居趾 と思われる壁が出土

し床面 も一部確認す る。

9月14日(水)曇

E-14～16で 住居趾検出する。南西部側が一部道路の下 になってい るのが残 念であ る

が、4m×5m程 の隅丸方形プランの弥生後期の住居趾である。実測を平行 して進める。

9月15日(木)曇

E-14～16を 精査、弥生住居趾は、北側の傾斜下面では壁面 が消滅 している。ほぼ中

央の柱穴2個 の間に炉趾がある。床面には遺物僅少である。B地 区 までの埋戻 し完 了す

る。

9月16日(金)晴

E-14～16の 清掃、実測、写真撮影を午後4時 に終了、埋戻 しを午後6時 までかかって

現地作業を終えた。

9月17日(土)

事務局により調査団本部の撤収 を行なう。

◎ 調査の整理

現地調査終了後土器洗いを一部事務で行なっていたが、10月 初旬市民プール管理棟 を整

理復元記録の作業場 として遺物 をはじめ関係資材を搬入した。10月11日 か ら1!月10日 まで

土器洗いと注記を行ないその後復元、記録作業を続けて来たが3月6日 各調査員か ら報告

書原稿が揃い報告書の編集を行った。

(小野沢 捷)
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第2章.遺 跡 の立地 と環境

遺跡の立地 と環境

間山遺跡は斜度約5度 の傾斜地上に存する間山部落の北西下方にあって、十二川と裾無

川にはさまれた扇央部に位置している。標高は340～420m程 で、面積約25haの 広範囲に及

ぶ遺跡である。間山部落は三方を山に囲まれ、南東の中央最奥部 を剣の峯 と呼ん で標高

1,179mを 最:高峯に北は箱山まで西は小布施町 と境を接する桜沢に至っている。その 山脈 の

途 中か ら間山を包むように支脈が西北へ とはしり、広大な中野平の低湿地へ埋没している。

間山の北西を下ると新野、高遠部落を経て中野平の低湿地へ と至 る。剣の峯から更に南東

は山田の奥山へ と重畳 と峯々が続 くが南の尾根を下ると高山村坪井に達 し、東の尾根に登

ると眼下は山ノ内町菅である。この浅い山襲の水を集めて間山の南に裾無川が、北に十二

川が傾斜が急なために可成深い谷を作って流れ下 り新野、高遠部落の下か らは天井川 とな

り篠井川に合流 している。二本の川 とも普段は水量が少な く灌概に足る程度の流れである

が、豪雨や長雨の時は暴れ川となって河岸 を洗い、耕地や家屋にもしば しば被害 を与えて

きた。間山か ら新野にかけて扇状地様に思えるの も、この川の作用が加わっているもの と

思われる。間山遺跡は山ふ ところと水の確保、肥沃な土壌 を利 しての自然環境に恵 まれ縄

文時代から現在に至 るまで長い間人々の生活の舞台となった一大複合遺跡である。

(小野沢 捷)
第1表 周 辺 遺 跡 分 布 表

遺跡番号 遺 跡 名 所 在 地 立 地 遺 構 ・ 遺 物

1 間 山 遺 跡 間 山 ・津 島石 動 扇状地 (縄)前 期 土器 、石鍛 、打石 斧 、磨 石

下 斧 、石 匙 、 石 錐 、 敲 石 、磨 石 、

石 皿 、 石 臼 、 凹 石 、 環 石

(弥)後 期 土器 、太形 蛤刃石 斧 、磨石

鍛 、環 状石 斧 、石 槌

(古)銅 鍍

(平)土 師 器 、灰 粕 陶器 、管状土 錘 、

鉄斧

(昭33年 発 掘)

2 建 応 寺 跡 間 山 ・建 応 寺 山 腹 (平)堂 宇趾5

土師器 、灰粕 陶器 、銅 製御 正 体 、

鏡 板 片、鉄 釘
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遺跡番号 遺 跡 名 所 在 地 立 地 遺 構 ・ 遺 物

(中)陶 器(珠 洲)、砥石 、土 師 質 土器 、

宋銭

(昭53.54.57年 発 掘)

3 小 曽 崖 城 跡 新 野 山 上 (中)青 磁 片、陶 器 、古銭

4 新 野 遺 跡 〃 ・宮 下 扇状地 (縄)土 器 、石11、 打 石 斧 、 磨 石 斧 、

石 匙 、石 錐 、石 皿 、石 棒

(平)土 師器 、須 恵器

5 岸 梨 〃 間 山 岸 梨 山 麓 (平)土 師器 、

6 新野上東 〃 新 野 扇状地 (平)土 師器 、須 恵罫

(中)内 耳土 器

7 下 小 田 中 〃 小 田中 ・東屋 敷 11 (弥)後 期土器

(古)土 師器 、須 恵器

(平)灰 粕陶器

(昭46年 発掘)

8 金 鎧 山 古 墳 新 野 ・金 鎧 山 山 頂 (古)積 円(径21.0、 高2.6)、 合 掌

珠文 鏡 、五鈴 鏡 、勾玉3、 管 玉

1、 丸 玉90、 小 玉49、 臼玉36、

貝 輪1、 剣3、 直 刀5、 矛2、

鉄,.X250、 斧 頭1、 鋸2、 砥 石 、

環鈴 、鋏 具 、留金具 、土 師器 、

須 恵器 、人骨

(大14.15年 発 掘)

9 行 人 塚 遺 跡 新 野 ・行 人 塚 平 地 (平)須 恵器

10 篠 ノ 井 館 跡 篠 ノ 井 ・山 崎 平 地 (中)堀

11 三 ツ 和 遺 跡 北 大 熊 ・ 日影 山 麓 (縄)打 石 斧

(弥)後 期土器

(平)土 師器

(中)骨 蔵器

12 大 円 寺 〃 大 熊 ・ 原 11 (弥)太 形蛤刃石斧

13 中 郷 〃 更 科 ・ 中 郷 山 麓 (縄)前 器土器

(平)土 師器

14 伊 勢 山下 〃 〃 ・裏 の 山 // (縄)早 ・前期 土器 、礫器 、石鍼 、打

(更科 裏 の 山) 石 斧 、磨石 斧 、石 錐 、石 匙 、石

刃 、石 皿 、 磨 石 、 凹 石

(昭43年 発掘)

15ケ 釜 ヶ嶽 城 跡 11 山 頂 (中)城 跡
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第1図 周辺遺跡分布図
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第3章 歴史的環境

(1)日 野村 と問 山遺 跡

日野村誌によれば 「本村(間 山村)は 往昔は 日野郷 ・和名抄(937年 頃)に 高井郡五郷の一

つの日野(日 牟乃)と 出づ真山村 と称せ り」とある。当時の日野郷は、延徳 沖の東 山麓一

帯か ら小布施に及び、高社山麓、東は山の内町に及ぶ地域で旧日野村はほぼその中央部に

位置している。この地域には数 多くの著名な遺跡が分布 して有史以前 よ,り人々の住みやす

い所であり、その時代時代の文化が うけつがれて来ている。

(2)問 山 遺 跡 と建 応 寺 跡

間山の東南の山ふ ところにある建応寺跡は昭和57年 の第3次 発掘まで中野市教育委貝会

の手によって調査が行なわれた。その結果、広大な遺構や御正体ほか数多 くの貴重な出土

遺物があった。しか しこの大伽藍がいつの頃建てられたものだろうか、またこの伽藍をさ

さえた歴史的背景は どうだったろうかが話題になっていた。

建応寺の創建は 日野村誌によれば 「大同の頃創建、田村麿将軍開基にして」 とあるが発

掘調査の結果からは実証 されるに至 らなかった。

第3次 発掘調査が終った昭和57年12月 、千葉大学大川直躬教授が現地調査をされた結果

建応幸の建築について、次のような指導をいただいた。それによると最 も古いのは3号 堂

跡の礎石 の構造から上限は平安時代にさかのぼる形式であるが、それ以降もこの形態が続

き・2号 堂跡は鎌倉中期以降ならばレ}つの時代でも建て られた可能性のある形式である。

第3号 堂跡は他の二つに比べて規模 も大きく平面 もかな り発達 した ものであるのでこの方

は時代がそれより下がるもの と思われる(中 略)筆 者(大 川先生)は いまの ところ室町時代

の建築であろうと推測 している。(後略)の ことから建応寺の創建は平安 時代末 に までさ

かのぼることができる。一方村誌には当時の間山村落は 「雲井嶽の内字建応山の中、真渓

澗にあ り本村を距る凡十町余な り」 とあるが現在のところ未調査の地域でわずかに鍛が表

採されたことがある とか、古い石垣 らしい遺 構がわず かに ある程 度 確 たるこ とは不 明

である。今 回の間山遺跡の発掘調査で建応寺跡から出土 した遺物 と同時代 と思われる多数

の土師器片や須恵器片、灰粕片等が出土 していることから建応寺の隆盛当時には間山遺跡

やその周辺にも集落があったもの と推測される。
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(3)中 世以降の問山の よ うす

村誌の管轄沿革の項に 「年暦詳な らず本郡 日野城主高梨氏領す 、某代 よ り領せ しか不

詳、年 月不詳、本村へ城廓 を築 き幕下某 を以て城主とし(一 つに間山與二郎)本 村 を領 す。

後高梨氏に帰す と見ゆ」又真山城の項に 「建久中(1190～1200年)高 梨七郎盛光之 を築 き真

山城 とし旗下 を交番せ しむ。」 とある。

金井喜久一郎先生は真山家の文書や間山にのこされている文書等か ら上記真山城主は諏

訪氏(後 に真山氏を名乗る)で あ り、間山の領主であった と考謹 された。観応3年(1352)諏

訪左近蔵人が足利尊氏の軍中催促状 をうけて一族 と共に奥州に出陣 した。その後高梨経頼

が間山を領有 し、以後高梨氏の所領 となる。

間山遺跡は地味 もよく水利の便 もよ く生産石高 も近村より多かったことは近世の検地帳

から推察 される。間山遺跡は立地条件にめ ぐまれ往古より人々が住みつ き、古代中世以降

豊かな経済力基盤に領主真山氏の治世 と相侯って建応寺 などの遺産をのこした ものと思わ

れる。

(小林軍司)
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第2図 調査地区設定図

一12一



第4章 発掘調査の記録

1A地 区

A地 区は県道拡幅施工予定地の右入口にあた り十二川までは10m余 の地点にあたる畑地

で現況はアスパラを栽植 している。北西へ傾斜5度 の県道が往時の自然地形面 と考えられ

るが、当該畑は削平によって、ほぼ平坦 となっている。(第2図)

調査坑は県道に並行 して7グ リッ ドを設定 して発掘調査を実施 した。(第3図)

(1)遺 構

設定 した7グ リッドは表土(黒 褐色)で 、20～25cm、2層 以下は暗褐色土層が20～45cmと

続き、それ以下は地山 となり、角礫に砂 まじりの褐色土層である。第2層 までは畑地造成

時の削平による層序の撹乱がみられた。県道は古道 を中心に数次の拡幅によって現在に至

り、この畑の県道沿いには石垣が積 まれている。

以上のような事情で調査地からは遺構の検出は皆無であった。ただA-1北 西隅には、

凡 例

△土器片

◎凹 石

×古 銭

第3図Aグ リッ ド設 定 図及び遺 物分布 図
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角礫の集石群があり、畦畔の土留めとしたと思われる跡で、ここか らは砥石片2点 、内耳

土器片数点が検出された。

(2)遺 物

検出された遺物はいずれも麗乱 ・混入状態の もので、第4図 より編年順に概要 を述べた

い 。

縄 文 時 代

1は 凹石 で 表 裏 に2孔 を うが ち 、8.6×7.7cmの ほ ぼ 円 形 の 安 山岩 質 の 円礫 で あ る 。2は

粘 板 岩 製 の 尖 頭 器 片で 基 部 は 欠 損 して い る。

弥 生 時代

3・4は 弥 生 時 代 後 期(箱 清水 式)の 土 器 片 で あ る。 こ の ほ か磨 耗 の 甚 し い44点 の 細 片 が

あ る。3は 甕 の 口縁 片 で櫛 描 文 を付 し、4は 壺 底 部 片 で 、底 裏 に は 長 さ5.5mm、 最 大 幅3mm

の 籾 痕 が あ り、胎 土 焼 成 と も良 好 で 内 外 黄 褐 色 を呈 し て い る。

平 安 時 代

5は 高 台 付 杯 の 破 片 で ロ ク ロ整 形 の あ とが よ く見 られ 、 内 側 と外側 の一 部 は 乳 白色 の灰

粕 が 施 さ れ 、 か な り良 質 の も の で 、A-2か ら検 出 さ れ た 。 糸 切 底 を もつ 国分 期 の土 師

器 片 は 、A-2よ り110点 、A-3よ り1点 、A-4よ り117点 、A-5は7点 の合 計235点

の細 片 を検 出 した が 、 い ず れ も磨 耗 し た細 片 で あ っ た 。

中 世

6・7は 砥 石 片 で 沼 田 石 の 中砥 で磨 耗 し ・6は 特 に 磨 耗 が 甚 し い。8・9は 内 耳 土 器 片

で8は 内 耳痕 を残 し、 胎 土 焼 成 と も に良 好 で 内 面 は赤 褐 色 を呈 す る が 、 外 面 は煤 の た め 黒

褐 色 で あ る。 内耳 土 器 片 はA-1か ら2点 、A-2か らは16,x;を検 出 し、口縁 は6点 で4個

体 分 と推 定 さ れ る 。10は 北 宋銭 の 聖 宋 元 宝 で あ るが 相 当磨 滅 して い る。A-3の 地 表 下30

cmか ら検 出 した 。

11.12はA-2か ら発 掘 され た石 臼 片 で10は 径34cm、11は 径31cmの 破 片 で6分 角 の刻 み

が僅 か に 残 って い る 。

(金井 汲 次)
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第4図A地 区 出土遺 物
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2B地 区

県道右側のアスパラ畑に41ヵ 所の グリッ ドを設定

し、約164m2の 面積 を発掘調査 した。アスパ ラの根 が

地中深 くまで張 り、礫 も混在してお り発掘作業は困難

であった。(第5図)

(1)遺 物

BA-6'・8・10・15、BB-12の5ヵ 所 の グ リ ッ

ドか ら、 数 点 の 土 師 器 片 と1点 の灰 粕 陶 器 片 が 、 散 在

的 に 出 土 した の み で 、他 の グ リ ッ ドか ら の遺 物 の 出土

は皆 無 で あ っ た 。 出土 した 土 器 片 の うち最 大 の も の で

も、3×2cmの 土 師 器 口縁 部 の破 片 で あ り、他 に つ い

て は 、 摩 耗 した 細 片 ば か り で あ っ た 。 耕 地 造 成 の 際

に 、撹 乱 さ れ た こ とに も よ る の で あ ろ うが 、 この 調 査

区 が 、 遺 跡 中 心 部 よ り多少 は ず れ て い る地 区 に 当 る も

の と思 わ れ る。

(酒井健 次)

3C地 区

この調査地は、B地 区の県道拡幅工事予定地の左側

上部にある段状の畑地で、現在は、アスパ ラガスが栽

培されている。また一部は県道から西へ通 じる農道 を

挾んで、プラスチック工場がある裏側の県道拡張区間

である。従ってC-1～C-8及 びC-23・24の グリ

ッドを設定し発掘調査を行なった。(第6図 、第7図)

(1)遺 構

土師住居趾

本調査地で確認検出した遺構は、グリッ ドC-6～

C-8の 間で、特にこの地区特有の表土(黒 褐色)下 角
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礫 土 層 、 表 土 は 黒 褐 色 で25～45cm、 そ の下 層 は こ の地 区 特 有 の角 礫 混 交 黒 土 層45～90cmで

あ り、 以 下 は 地 山 で褐 色 砂 礫 層 とな っ て い る 。

南 側 は 、地 表 下60～70cmで 角 自然石 が2個 、右 上 に1個 、またほ ぼ 中央 に20×25cmの 石 を

中 心 に5～6個 を検 出 した 。 こ の石 は 上 部 南 側 よ りず り落 ち た もの と思 わ れ る。 更 に そ の

石 を取 り除 い た 結 果 、東 側 県 道 端 下 か ら60cm離 れ た 地 点 よ り、13～20cm、 長 さ1m80cm 。

第6図C地 区 グ リッ ド設 定 図

第7図C地 区 グ リッ ド拡 張 地設定 図
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東 側 に50×40cm、 厚 さ10cmの カ マ ド跡 が あ り、 そ の 北15cm離 れ た と こ ろ に 、25×30cmの カ

マ ドが 崩 壊 した とみ られ る焼 土 が 広 が りこ の焼 土 に 少 し重 な っ てP1が あ り20×20cmの 中

に10×15cmの 石 が 落 ち 込 ん い た 。 。柱 穴 はP3が15×15cm、 深 さ9.5cm、P4は 、35×25cm、

深 さ21.5cln、P5は15×13cm、 深 さ21.5cm、P6は18×16cmでP5東 側 に は55×40cmの 第

1土 彊 を中 央 や や 西 側 か らは80×70cmの 第2土fの 検 出 を見 た。

第8図C地 区住居 吐平 面図 及び 遺物分布 図
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第9図C地 区住居跡柱穴及び土墳掘下げ完了図
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(23～24グ リッ ド地 点)

グ リッ ドC-23～24で は・黄褐 色 耕 作 土50cmに 土 師 遺 物 層 で 、 そ の 下25cm黒 色 土 、 焼 土 、

木 炭 片が検 出 され 、地 山 は褐 色 砂 礫 層 とな って い る。(C地 区の遺 物 は第11、12図 の通 りであ る)

第10図C地 区拡 張部実 測 図
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(2)遺 物

検 出 さ れ た遺 物 は 、 図表 の 他 、住 居 趾 内 出 土 の てつ くね 土 器1と 刀 子1が あ る 。 て つ く

ね 土 器 は 、 グ リ ッ ドCA-6で 検 出 した 。 口径4.5cmで 、 底 部 ま で0.9～1.2cmと 器 面 は 凸

凹 が み られ る 。内 部 径 も3.5×4.3cmで 卵 型 を呈 し底 部 に 焼 成 前 につ け られ たU字 型 の 溝i状

痕 跡 が あ る 。 口縁 部 内側 長 さ4cm、 深 さ0.4cmの 剥 離 痕 が 、 ま た 反対 側 口縁 部 内 側1.5cmに

つ づ い て 外 側 に長 さ1cmの 楕 円形 を呈 して お り全 面 に剥 離 痕 が 見 られ る。 内部 に 鉄 分 粒 と長

さ0.3cm、 幅O.1cmの 長 石 の小 石 が 見 られ る。 器 高 は2.5～1.8cmで 、 内外 共 に 茶 褐 色 を呈 し

て お り、 重 さは56gで あ る。 刀子 は 全 長10.2cm、 最:大幅1.1cm、 背部0.5cmで 、 表 裏 及 び 峯

部 刃 部 等 が錆 化 して お り、柄 の 部 分 が 欠如 し て い るた め 、原 形 は不 明 で あ る。 土 師 住 居 趾

よ り縄 文 前期 関 山 式 土 器 片 、 弥 生 後 期 箱 清 水 式 土 器 片 、土 師 器 片 、 灰 粕 片 な どが 検 出 さ れ

た 。

(23～24グ リッ ド)

灰 粕 高 台 付 椀 型 土 器 はC-24よ りの 出 土 で最 高 厚 部 が0.7cmと 比 較 的 薄 手 作 り で 、 胎 土

焼 成 で と もに 良 好 で あ る。 高 台 も1.5cm、 口径16cm、 器 高7.7cm、 底 部6.5cm、 椀 型 内 外 と

もロ ク ロ整 形 され て お り灰 色 残 部3分 の1以 下 で あ る。

な お 縄 文 前期 関 山式 土 器 片 、 包 含 層 よ り弥 生 後期 箱 清 水 式 土 器 片 、.土師 器 片 、 須 恵 器

片 、灰 粕 片 な ど検 出 さ れ た 。

(池 田実 男)

注

桐 原 健 「長 野県 中野市 間 山石 動 下遺 跡調査 予報 」 『信濃』III10-12昭 和33年 〔1958〕
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第11図C地 区 出土遺 物実測 図
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第12図C地 区出土遺物実測図
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4D地 区

D地 区 は 、今 回 の 調 査 区 の ほ ぼ 中 央 部 分 か らや や 上 方 に 位 置 し 、道 路 をは さ みC地 区 の

東側 に 当 る。 現 在 は 、 道 路 の わ き よ り旧地 形 を、30～50cm程 度 削 り取 り平 坦 面 を作 り、 主

に ア スパ ラ栽 培 の 畑 地 と して 利 用 さ れ て い る 。 そ して 調 査 区 よ り十 二 川へ と 多少 の傾 斜 を

持 ち なが ら下 っ て い る。(第2図)

D地 区 に は 、下 段 よ り2m×2mの グ リ ッ トを55ヵ 所 設 定 し、総 面 積212m2を 調 査 し た。

(第13図)

層 序 は 、 第1層 に厚 さ8～10cmの 表 土 が あ り、 第2層 に耕 作 土 を厚 さ約20cmを 測 る 。

第3層 は 、15cm程 度 の 礫 を含 む 黒 褐 色 土 層 で あ り、厚 さ約40cmを 測 る。 第4層 は 、3cm程

度 の 腐 食 した 小 礫 を含 む 黒 色 土 層 で厚 さ約20cm以 上 で あ る 。

本 調 査 区 か ら は 、縄 文 前 期 ・弥 生 後 期 ・古 墳 時 代 前 期 に わ た る各 時 代 の 遺 物 が 検 出 さ れ

た 。 しか し、.D地 区全 域 に わ た り開 墾 の た め掩 乱 が は げ し く、正 確 に 各 時代 の 文 化 層 を と

らえ る ま で に は 至 らな か っ たが 、 相 対 的 に 各 時 代 の層 位 的 ま と ま りを認 め るこ とが で きた。

縄 文 時 代 前期 の 遺 物 は 、 表 土 下 約30～70cm(旧 地形 で は、60～120cm)に そ の 分 布 の 中 心 を

もつ 。 弥 生 後期 ・古 墳 時 代 前 期 の 遺 物 に関 して は 、表 土 下 約20～30cm(旧 地 形 で は 、50～

80cm)に そ の 分 布 の 中心 を もつ 。 しか し、 そ れ は あ くま で も相 対 的 な もの で あ り、所 に よ

っ て は 、 時代 が 逆 転 す る 箇 所 もあ り、 真 正 性 に 欠 け る点 も 多か っ た 。

第13図D地 区 グ リッ ド設定 図
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(1)遺:構

D地 区において検出された遺構は、弥生時代住居趾 と集石趾 との2例 のみであった。

弥生時代住居趾(第14図)

D23か らD24グ リッドにかけて、弥生時代後期に位置する住居趾1軒 が検 出された。住

居趾の大半が、現道路下に入 り込んでいるため全体の規模等把握できなか った。検 出でき

た限界の中で観察すると、住居壁は、肩部 を削平され残存部約20cmの 高さで、D24とD25

グリッドの境界地点か ら北東方向約1.5m伸 び、隅丸にgoo角 をとり、北北西方向に2m伸

びた所で消失 している。遺物は、約4m2の 範 囲か ら弥生時代後期(箱 清水式)土 器片 を主

に小量の縄文土器及び黒耀石が合計85余 点出土 した。柱穴及び炉趾 を検出すべ く遺物を取

り除き精査 したが、検出することはできなかった。更に、住居吐内外における本遺構 と関連

す ると考えられる遺構の検出もなかった。

集石趾(第15図)

本遺構は、縄文時代前期の土器片が検出されたD16グ リッ ドに続 く状態で、D17～D21

グリッ ドにおいて表土下1m前 後において検出された。大形のもので70cm×50cmの 礫から

5cm×5cm程 度の小礫 までが散在していた。礫はすべて自然石であ り、加工及び他の二次

的作用をうけた形跡はなかった。住居趾 と同様、遺構の一部が道路下へ入 り込んでいるた

め明確な性格等をつかむことはできなかった。大小の礫の分布については、D17～D18グ

リッ ドにかけて、その密度を濃 く分布 している。配列については、明確にその規則性 を見

い 出 す こ とは で きな か っ た も

の の 、 中 央付 近 に大 形 の 礫 が

分 布 し、 そ の 周 囲 を取 り囲 む

よ う に 内 側 に 直 径 約2.5m、

幅約0.5m、 外 側 に 直 径 約3

m、 幅0.35mの 環 状 を呈 し た

石帯が、南東方向に開いた状0

態 で 半 円形 に 分 布 して い る。

D19～D20グ リ ッ ドに至 っ て

は 、 集 中 とい うよ り も散 在 と

い う感 が 強 か っ た。 遺 物 の 分

布 は 、 集 石 に よ る半 円 形 の 中

第14図 D地 区弥生住居趾実測図
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心部付近に2箇 所、D20グ リッドに数箇所、集中分布す る所が検出された他には、大小の

礫の間にある程度のまとま りを持ちなが ら集石全面に細片ではあるが、分布 している。ま

た総数的にも、D地 区内で一番土器の出土量の多かった地点でもあった。.内容的には、高

杯、壼、柑等の出土が、他に比べ多 く、D地 区内においても他地点 との特異性を示めす こ

とか ら、直接的に生活に関連する遺構 と考えるよりも、祭祀や葬制に関連する遺構 である

と考えた方が妥当であろう。記録 した後、遺物及び礫 を取 り除いて、集石下の遺構等の有

無について精査 したが、土彊等の遺構の検出はなかった。今後、他遺跡における類例の収

集、研究が必要である。

(徳竹雅之)

、

第15図D地 区集石 趾実 測 図
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(2)遺 物

D地 区 に お いて 、遺 物 の 検 出 され た地 点 は 規 模 の 大小 は あ るが 、D5・D6、D12、D

16(第16図)、D17～D20(集 石 趾)、D23～D24(住 居 趾)の5ヵ 所 で あ っ た 。 時 代 に つ い て

は 、D6、D17～20グ リッ ドをの ぞ き 、 ほ とん どが 弥 生 後 期 の 所 産 で あ っ た 。 例 外 的 で

あ ら たD16グ リ ッ ドか らは 、 弥 生 時 代 の 遺 物 のや や 下 層 よ り縄 文 前 期 の 土 器 片 が 、 そ して

D17～D20グ リッ ドか らは 、 レベ ル を差 ほ ど異 な る こ とな く土 師器 片 が 、弥 生 時 代 の土 器

片 と同数 量 程 出土 した 。 以 後 、 時 代 を追 って 考 察 を述 べ る 。

縄 文式 時代

今 回 の 問 山遺 跡 の 調 査 で羽 状 縄 文 土 器 片 な どが 検 出 され た の はD地 区 及 びC地 区b地 点

(23～24グ リッ ド)、E地 区16グ リ ッ ドな ど で あ る が 、 特 に 集 中 し て 出 土 し た の はD地 区

(イ)16～17グ リッ ドと、(ロ)23～25グ リッ ドで あ る。D地 区 で・合計43点 が検 出 さ れ た が

形 状 の 察 知 で き る破 片 は無 か っ た 。(イ)地 点 は耕 作 土,(黄 黒 褐色 土)20cm、 下20～30cmは 黒

褐 色 土 で 箱 清 水 式 土 器 片 が 僅:か包含 し30～70cmが 黒 色 土 で羽 状 縄 文 土 器 片 な どが 、前 者 と

ほ とん ど 層位 を接 して発 見 され 一70cm以 下 で は検 出 され な か っ た。 以 下20cm程 で 黒 褐 色 土

が 終 り砂 礫 の 多 い黄 褐 色 の 地 山層 とな る。 ま た 一50cm附 近 に 平 盤 な石 が2個 み ら れ た が 、

第16図D地 区出土縄文時代遺物実測図

一27一



遺 構 は検 証 で きな か っ た 。(ロ)地 点 は 一30cm附 近 で 検 出 さ れ た が 、耕 土 及 び 基 盤 層 が 浅

く一40cm程 で砂 礫 層 とな って い た 。

遺 物(第16図)

図示 した拓影土器片のうち、いずれも多量の繊維 を胎土に含有する。ただし20・21は少量

である。焼成は脆弱のものが多く器面の色調は黒褐色から黄褐色の範囲の土器片である。

第1類 は縄文施文の土器片でa羽 状縄文のもので結束文がつ くものがほとんどである。1～3 、

6～10は 横帯、11は 縦帯施文である。施文帯幅は器の大小 によって違 い、1は4.5cm 、3は

3cmで ある。bは 結束のある縄文帯が同斜行するもので4.13で4の 帯幅は2cmで ある。C

は施文帯文様の不明な破片部分で抽出した縄文の施文のみの もの5・12・14で ある。これ

らの縄文は単節の斜縄文で細いものと粗 いものがあ り前者はLRR状 をなしている。第2

類は15は 組紐状の施文が横位にありRL縄 文 と組合せている。第3類16～18は 撚 りのつ よ

い組紐文の帯状の部分 と思われる。第4類20 、21は 器体上半の破片と思われるもので斜格

子状の平行文のある土器で20は 帯状施文の文様帯であるのに対 し21は さらに竹管状工具で

平行線の下 に三角状 に文様 を施文 している。第5類 は22は 黒褐色の小形土器の破片で結束

状羽状縄文の上に半裁竹管文 を2列 配 しその上に直径7mmの 円形貼付文 を配している。第

6類23は 口縁部分の破片で円形竹管が連続して刺突されている。第7類24は 網 目状の圧痕

のある土器片である。第8類25は 底部の破片で底部に竹管或は円形棒状工具の押引文が描

かれている。器外面下部にはLR縄 文が押捺 されている。底部の直径は10cmで ある。この

底部の施文は花積下層式以来の伝統が遺存 したものと思われる。以上強いて分類 してみた

が関山式土器はこれらの文様が組み合 わされて施文構成されているので詳細な検証 は困難

であるが、関山式の古い要素を持った文様のある点を指摘 したい。間山遺跡の関山式土器

の出土の記録 は 「下高井」(注)に記載 され、今回の調査 と合せて考えると相 当広範 な面積の

遺跡 と考えられるので関山式土器の出土する遺跡 として古 くから注 目されている山の内町

伊勢宮遺跡(注)とともに千曲川下流域の今後の調査が期待される。

その他に、石鍛 、凹各1点 づっD地 区内より出土している。

(檀原長則)

引用文献

(注)小 野勝年 「下高井」 長野県教委昭28

(注)同 上
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弥生時代(第17図)

D地 区において、弥生時代後期の遺物は、全地区より検出することができた。 しかし、

包含層が極めて浅 く、何度 とな く開墾等の影響 をうけているため、摩滅 した細片が多 く、

完形の出土遺物は一点 もなかった。

壷(1)胴 部か ら頸部にかけてやや収縮 し、口縁部に向って大 きく外反 してい く。頸

部 を境 として下方に、6本1単 位の櫛描横走平行線を6段 施文 した後、縦に切 ったT字 文

の下に1段 の波状文 を施文 している。集石趾内出土。

甕(2)口 縁部は短 く外反 し、厚手である。胴部は軽 く張 り、最大径は胴部 中央やや

上方に位置するものと思われる。頸部に8本1単 位の2連 止め簾状文が施文されその上方

に9本1単 位の波状文2段 、下方に3段 施文されている。D-12グ リッド出土。

i甕(3)胴 部から頸部にかけてやや収縮 し、口縁に向ってゆるく外反する。 口縁端部

す ぐ下に横ナデにより稜を作っている。頸部か ら肩部にかけて9本1単 位の3連 止め簾状

文が施文 され、口縁部 にかけて2段 の波状文が施文 されている。波状文は、所々に直線的

な箇所があ り、不規則である。最大径 を肩部下にもつ。集石趾内出土。

甕(4)口 縁外面に稜 をつ くると同時に内面にナデにより、かすかに内轡する。4本

1単 位の櫛描波状文 と直線文が不規則に施文されている。集石趾内出土。

小形甕(5)D地 区では1例 のみの出土であった。 底径 約3cm、 残存 する高 さ約

4cmの 小形甕である。底部よ り2.5cmの 所に残存する範囲で8本 の櫛描 波状文が施文され

ている。内面は、ヘ ラ削 りがなされている。底部一部に煤状の附着がある。集石趾 内出土。

高 圷(6)杯 部及び脚部%欠 損。杯部 と脚部 とは、ホゾにて接合した もの と思われ

るが、圷部のヘソが欠損 している。外面はヘ ラ磨 きの後、赤色塗彩されている。集石趾内

より出土。

高 」不(7)杯 部及び脚部%欠 損。土不部 と脚部 とは、ホゾにて接合 。内側 に直径約

1.5cmの 突起となっている。外面に一部分赤色塗彩の形跡がある。集石玩内出土。

高 圷(8)杯 部 と脚部の接合部のみ残存。接合部はホゾにて接合されている。内側

に円すい状の突起 となっている。

高 杯(9)杯 部 と脚部 との接合部%残 存。杯部 と脚部 とが一体形成である。本例は

今回調査で1例 のみの出土であった。赤色塗彩はされていない。内部に縦方向のハケ 目調

整の痕跡がある。集石趾内出土。

甑(10)底 部のみ残存。底部中央に、内面より単孔をうがっている。外面に煤状の附
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第17図D地 区 出土遺物 実測 図

一30一



着有 り。成形が粗雑 で、丁寧調整等 も認め られない。住居趾出土。

紡錘車(11)約%残 存。上面よ り垂直の孔 をうがっている。集石趾内出土。

器 台(12)手 つ くねのほぼ完形に近い器台形土器である。大 きくスソを広げた底部

から垂直に立ち上が り、強 く外反 し小形で浅い器受部を形成している。ナデ とヘ ラと両方

によって調整されてはいるが、著 しく粗悪なものである。底部にモ ミ跡が残っている。次

期において精製される器台形態の先駆的遺物であろう。

し古墳時代(第17図)

D17～20グ リッドにおいて検出された集石玩内において、集中的に出土 した。前期の遺

物 と同様で、細片が多かったが、完形 とはいかないまでも、器形等多少な りとも推定可能

な資料を数点検出できたことは幸いであった。 しか し前述 した様に、撹乱がはげ しく個々

の資料をレベル的に とらえることは不可能であったことが残念である。

甕(13)口 縁部から肩部にかけて%残 存。強 く 「く」の字に外反する口縁 を有する。

口縁は厚 く、口唇部に至 り薄 く先細 りを呈する。口唇部外下に指頭圧痕が残る。

甕(14)胴 部 よりほぼ垂直に立上が り、%程 度 を残して、強 く外反する。最大径は中

央部やや上方に位置するものと推定する。頸部接合外面に、接合時のもの と推定 される、

指頭圧痕有 り。全体的に赤色で粗悪な土器である。

甕(15)口 縁部 より頸部 まで%程 度残存。他の資料に比べて、頸部の屈曲度が弱 く、

肩部の張 りが小さいように思われる。砂粒 を多 く含む粗悪な土器である。口縁部は口唇部

に至 るまで同 じ厚さを保ち、直線的である。

甕(16)口 縁部 より肩部にかけて%程 度残存。胴部より短 く「く」の字に外反する口縁

を付 し口縁端部に至 り、かすかに内轡する。全体的に厚手で、内面に粘土まき上げ痕が残る。

壺(17～19)胴 部から 「く」の字に外反す る口縁の上に、接合部に稜線 を走らせてい

る有段 口縁 を付 している。三例 とも同様に、稜線 より口縁端部に直行 して立上が り、口縁

端部に至って、再び外反している。口縁部頸部にかけて、(17)約%、(18)約%(19)約%残 存。

壺(20)口 縁部途中か ら頸部にかけて約%程 度残存。所謂S字 口縁を持つ壺形土器である。

胴部 より垂直に上方へ立ち上がる長い口縁 を付 し、接合部において外面にへ ら削 りによっ

て下方か ら掘 り込まれた稜 を作る。強 く畿内の影響をうけた土器で、搬入の可能性 もある。

高 圷(21)杯 部のみ約%残 存。脚部 よりほぼ垂直に外反した圷底部に、強い稜線を作

って、ほぼ底部に垂直に立上が りなが ら大 きく外反 してい く。口縁全外面 を刷 目調整 した
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後、山形の突帯 を縦方向に付 している。残存部では2本 確認できるが、等間隔に形成 して

いるものと仮定す ると、口縁部周囲に対角線上に12本 付着されていることになる。

高 圷(22)高 圷の脚部と口縁端部を欠損脚部との接続部よりやや上方にかすかに稜をもつ。

高杯((23)脚 部%程 度残存。ホゾにて接合され、内側に不整形な突起が出ている。

残存する脚部は、圷部 との接合部 より垂直に近 く下方に直線に伸び、大 きく広が るス リ部

との接点と推定される所で欠損 している。数箇所に赤色塗彩の形跡がある。厚手に形成さ

れた焼成のあまい土器である。

高 杯(24)脚 部縦にほぼ%欠 損 している。(23)同 様に杯部接合箇所 よ りほぼ下方

に垂直に伸びている。 しか し、スソ部に至っては、かすかに広がる程度で終っている。内

部は、空洞でな く底部に上げ底状に、 くぼみ を形成する程度である。内部が空洞でないた

め、圷部 との接合はつみ上げによって接合されたもの と考える。この成形方法によって作

られた高圷は、今回の調査ではこの1例 のみの出土であった。

高 圷(25)杯 部 との接合箇所か らスソ広が りに形成 されている。厚手である。杯部

と脚部 とはホゾによって接合 されたものと思われるが、内側の突起物は接合後、ハケによ

って取 り除かれている。

高 杯(26)(25)と 同様に圷部 との接続部よりスソ広が りに脚が伸びている。接合は.

ホゾによってなされている。内側にかすかに突起物あ り。

柑形土器(27)口 縁部が大きく広が りながら、かすかに内轡 している。胴部は3cm、

程度 と極 く浅 く、器高の%弱 である。底部はやや くぼみを持った平底を呈 している。

柑形土器(28)(27)同 様に口縁部が大 きく広が りながらかすかに内轡 している。しか

しなが ら、口縁部 と胴部 との境いに至っては、(27)と 異な りはっきりとくびれ、肩部 を

形成 している。

堆形土器(29)(27)(28)の 中間的形態の土器である。 口縁内面のかすか な内轡を刷

毛により作 り出している点が他 と異なる。 また(28)に 比べ 口縁部の高さが低 く、口縁部

と胴部 との境は、さほど、はっきりとは しない。

考 察

D地 区において注 目すべ き調査結果は、D17～20Dグ リッ ドにおいて検出された集石趾

内より発見 された古式土師器の出土例である。県内において、土師式土器の諸研究は、藤

森栄一氏による茅野市下蟹河原遺跡出土遺物の調査結果が最初の成果である。その後、平出
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遺跡、城の内遺跡、海戸遺跡、安源寺遺跡、四ツ谷遺跡、駒沢遺跡、鳥羽山遺跡、堂垣外

遺跡、新井南遺跡等を始め として、資料の蓄積がされるに至 り、桐原健氏 ・湯川悦夫氏 ・

加納俊介氏 ・花岡弘氏他多 くの研究者により、型式学的研究から編年的考察がなされ、中

で も概念的に多少の差異はあるが、所謂「プレス和泉」と称される古式土師器の研究 が注目

されている。今回の調査において出土 した古式土師器は、S字 口縁を有す る壺形土器1例

(20)受 け口状の有段 口縁を有する壺形土器2例(17～!9)細 身のしまった脚に大 きく広

が るス リを付した高杯1例(23)、 またそれに類似す る高圷1例(24) 、脚部 との接合部よ

りやや上方の杯部外面に稜 をもつ高圷1例(22)杯 部外面にはっきりとした稜 を作 り、山

形の突帯を付す高杯(21)、 形態を異にす る3例 の柑形土器(26～28)'等 が ある。 これ ら

の資料を花岡弘氏の編年研究の成果をもとにして考察す ると、S字 口縁土器b類 が出現す

る一方、箱清水土器、中島式土器及び系譜上にある土器はこの時期 まで残存すると定義さ

れ るIII期か ら新 しい様相 を示すS字 口縁土器D類 の他、有段 口縁:の壺、小型丸底土器、定

型化 した小形器台等が加わるIV期 とにまたがるもの と考える。III期については、上 田市枠

木第5住 居趾出土の箱清水土器の系譜を引 く小形甕形土器 を伴 出する例 と同様に、今回の

調査においても、同集石趾内より、枠木遺跡 と同様に小形甕形土器(5)を 始め とする箱

清水の系譜 を引 く土器片が伴 出している。また、東海地方系の元屋敷期の壺形土器に類似

す る壺形土器(20)が 伴出していることもその理由にあげられよう。IV期 については、長

野市松代町清野四ツ谷遺跡において注目されているところの柑形土器が、竹内三千夫氏の

分類するA類 ・B類 ともに出土 していること、また杯部にかすかな稜線 を付す高杯(22)

が、東海地方系の石塚期の資料に類似する点等がその理由にあげられよう。以上の ように

古式土師器が、畿内的様相で斉一化 されていく過程において、東海との影響 を強 くう けな

が ら変化 してい くことを示す資料であることはいうまでもない。また今 回は、これらの資

料が、直接的に生活 と関連す るものではなかろうと考える集石趾内において発見 されてい

ることは、注 目されるべ き点で もある。しかしなが ら、前述 したとお り、今 回の調査 にお

いては、撹乱が著 しく、これらの資料の細分化及び弥生時代終末期 との関連について究明

することが不可能である事が とて も残念である。

古式土器の研究及びその資料は、年々増加 してきているが、すべての諸問題 を解 明する

には十分 といえるものではない。これ らの資料のいま以上の収積 と、その遺構 との関連の

究明に努力していかなければならないと考える。

(徳竹雅之)
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5E地 区(第18図)

E地 区は今回調査の最上段 で南に向って左側に位置 し、元所有者は小林博氏である。

約35m東 には十二川が流れてお り、岸梨方面 より流下す る小川と合流 している。間山区の

丸山、岸梨集落の傾斜面 と問山区集落の中心部に位置す る間山遺跡の傾斜面 との接点を十

二川が流れてお り、河道は縄文式時代から、変化 していないと考 えられる。E地 区の発掘

面積は約120m2で 県道の路肩の崩落防止のため、法面を残 したので、発掘面積 に制約 を う

けた。地層序は表土(耕 作土)黄 褐色、黒色土、黒黄褐色土、黄色土で地山層は多量の礫 を

含ん でいる。遺構 遺物の集 中地点は、3～4グ リッ ド(箱清水一灰粕)、10～11グ リッ ド

(国分)、14～15グ リッド(箱清水、集石坑)の3地 点、4遺;構 で、遺構検出面は住居吐 以外

は30cm程 で傾斜地形か ら3～4グ リッドが1m以 上の深さとなっていた。

縄文式時代

遺構は発見されず遺物のみ17グ リッドより検出された。繊維含有の羽状縄文土器片で4

片あ り、他調査区の所見により関山期の所産 と考えられる。

弥生式時代

3～4地 点(第19図)

遺 構 前期の如0く包含層が厚 く、また後世 の掩乱 を受けていた。遺物は箱清水式土器

片、土師器片、灰粕 、須恵器片、鉄片などで土師の甕形土器の破片が一105cmで 検 出 され

るなど層序は不安定である。一1mで 南北に住居趾の壁面 と思われる段差が10cmの 落込み

となっていたが、小面積のため、プランは確認できなかった。 また床面には焼土部分 も見

られた。甕破片(第26図2)は 住居肚西側の壁外にあ り、甕破片(11)は 東南隅に、壼の下半

部破片(6)は 南西壁面にあった。また高杯脚部破片は床面近 くに、また、打製石斧は床

面より30cm上 の地点より検出された。

第18図E地 区 グ リッ ド設定 図
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遺 物(第4表)(第27図)

小形有柄r(14)地 表下一70cmで 検出された。小形精巧な黒耀石製の有桶 族で、当地方

の該期は縄文晩期か ら弥生中期の所産 と考え られるが、間山遺跡か らは該期の土器などの

検出はまだ無い。

凹石(7)ほ ぼ菱形をした偏平な自然石 を利用 したもので一70cmか ら検出された。'中

央部打裂痕が集中し表裏に利用 されている。

打製石斧(9)長 さ18.2cm、 頭部幅3.3cm、 刃部幅5.5cm、 厚 さ1.8cmの 安 山岩 製 の 刃

部 を除いた5面 が 自然剥離面で頭部には打撃痕が見られる。稜に緊縛 した と思われる裂痕

が見られ、刃部はかな り土つれがしている。先述の如 くこの打石斧は住居面での検 出では

無いが、極めて粗雑な製作法 をとってお り、注 目される。北信の弥生後期遺跡か らは,生

産形態の違いから、打製石製農工具は出土 しないと言 う定説になっており、今後の検討材

料 となろう。間山地区は現在アスパラ栽培が盛んに行なわれてお り、高燥で肥沃 な耕土を

持 つている。当時、水稲栽培の容易な平坦地の氾濫原までは1.1kmの 距離差があ り、生業面

に畑作(陸 耕)が 相当なウエー トを占めていたのではあるまいか。また鉄器不足の状態 も

考慮 されるが、 しか し土師時代鬼高、国分期 まで も打製石斧が存在した と言う(1)下 伊

那地方の弥生後期の立地 と似ている点、生業形態の関係や同じ硬砂岩の石斧でも弥生時代

の打石器の製法が粗雑であるという神村透氏の発言(2)が 、肯定される。また産出地は

須坂市の坂田山に同種のものが多量に産すると小野勝年先生に聞いたことがある。 ともあ

れ今後の類例の増加 を待 ち、検討 されるべ きだろう。

甕(1・2)(1)は 胴部上の破片で折返 し状の口縁をもち、胴部に最大径 を有す る

器形で頸部に櫛描平行文 をもち、櫛描波状文で口縁部端 まで丁寧に描 き、総体的に右上 り

施文の傾向である。(2)は 頸部に6～7cm間 に2連 の簾状文があり、前者 よりやや大形

で口縁は平縁である。頸部の:簾状文の断絶痕 と波状文の断絶痕 とほぼ一致する様に思われ

る。波状文は描きはじめの部分は重複 している、また波状が乱れて上下一致せず眼鏡状の

文様になっている個所が見受け られる。

小形壺(3)略

高杯(4)脚 部破片で一70cmよ り検出されたもので、圷部はホゾにて接合 され、内部

は乳頭状の突起 となっている。外面は赤彩 され、脚部に煤状の附着がある。

蓋(5)略

壼(6)胴 下半部の破片で器厚薄 く上げ底状 を呈 し稜をもつ器形である。
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鉄器(10)略

土師器甕(11・12)胴 上半部の破片で口縁部を欠損する。両者 ともに胴部は球形であ

る。外面 はロクロ整形後刷毛 目整形され、内面はヘラ整形されている。

高杯(13)脚 部の円柱状の高杯破片で塗彩されず外面はヘラ磨 きされ、脚内部に刷毛

目痕 を残す。土師器編年五領期の所産 と思われる。その他の出土品は内黒 と圷破 片、6点 、

須恵器の甕の破片5点 、灰粕の破片3点 などである。

集 石 墓 状 土堰(第20・21・22・23図)

遺構14グ リッ ドか ら15グ リッドにわたって表土を15～20cm除 くと、南側はほぼ直線で

北下方に流出移動 した形跡の集石群が現われた。石は扮岩の 自然礫 で構成 され、後述の

弥生住居趾上の南側の壁面に長軸 を合せて構築されていた、層序 は住居趾床 面 よ りは約

20cm、 壁面上からはほとんど接 した状態で発見され、集石上か らの深さ20～25cmの 凹部に

集石 されていた(第20図)。 主体部はNE55.方 向で大きな石(20cm内 外)を 周囲に列石 してい

るが、北側は崩れた と思われた。中に10cm内 外の石 を集石 し、その間隙に土器片が全面に散

乱 していた。一見 して塗彩された土器片が多いの と内側 を上に向けた土器片が半数以上 を

占めていた。中央東 より甕、甑の破片が見 うけられた。これらの集石 を徐々にとり除い

ていくと、(A)長 径2.5m、 短径80cmと(B)長 径1.6m、 短径60cmの2群 の並列 となった

(第21図)。(B群)は 西側をややつき出した形状であった。壺の破片は一 回 目の集石 の と

り除 き後に発見され、やや西方にかたよっている。A群 の壺(第29図)は 底部分を向けて破

砕 され、B群 には(第30図23)の 壷が南寄 りに検出された。石 を除いて行 くと全面に土器片

が見 られたが、中央西寄 りに多 く発見され、また壼破片が多 く展開し、また散乱 して発見

された。高杯の脚部分に三角窓のある破片(第28図16)はAB群 中間の西よりに、甕(2)、

甑(14)な どはA群 の石組外の東北より検出され、また全面より木炭片が検出された。ま

た礫が敷かれた下よ りも土器片が検出されて、下の弥生住居趾 との層序は不明確であった。

遺:物(第5表)(第28・29・30図)

甕(1)最 大径は口縁部にあ り、長胴形である。頸部に一連の簾状文 を描 き、口縁部

にやや細かに櫛描波状文を描 き、胴部の中半 まで施文するが乱れていて剥落や磨滅のため

不明な点が多い、また火熱をうけたあとが下半部に限らず全面に見られる。

甕(2)最 大径が胴部にあ り、ややずん ぐり型の器形である。頸部の櫛描波状文は7
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第19図E-3～4グ リッ ド下層 遺物 分布 実測 図'

.第20図E地 区集石 墓 状土墳 土器 集 中地点 実測 図
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第21図E地 区集石 墓 状 土墳,

掘 .り下 げ実 測 図'

第22図E地 区集石墓状土彊掘り
下げ完了実測図

第23図E地 区弥生住居地位置

関係平面図
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条組で口縁端 まで櫛描状文が描かれ、胴部の波状文は右 まわ りで乱れ ているが(1)よ

りは水平指向である。器面は摩滅が著 しく内下半部は煤状付着物があ り、外胴下半に籾痕

が長径0.6cm、 短径0.2cmで 認められる。

甕(3)胴 上半部の破片でやや頸部が伸びている、口縁端 まで櫛描波状 を描 き、頸部

の簾状文は2連 である。その2連 問 と波状文の始終がほぼ一致 していると認められる。●描

き方は実に奔放で急に上 に跳ね上がったり、重ねた りして乱れ、眼鏡状の個所 もある。

小形甕(7)口 縁部の最大径 を有 し頸部に11條 の櫛描平行文が見 られ、上下に5条 単

位の櫛描波状文が描かれるが、摩滅が著 しく火熱のあ とが見 られる。

小形甕(8)胴 上半部の破片で頸部に2連 の簾状文をもち、口縁部の波状文は明瞭で

あるが、胴部以下は剥落し不明、台付の小形甕になるらしい。

壺(22)大 形の器形に属 し、口縁は朝顔形に外反し、下腹部に稜をもって底部に至る

器形で外面は胴部下まで内部は頸部まで赤彩 されている。文様は頸部に細 く浅 く櫛描平行'

文、縦に2組 、6条 の櫛描文 を4ヵ 所描 き、胴部上には簾状文 を上下しながら描いている

が細か く浅いため、摩滅 している、またこの土器に限らないが胎土に鉄分粒が含まれてお

り、製作地の同定に役立つのではないか と思われる。

壺(23・24)胎 土焼成、出土位置か ら同体 と思われる土器で口縁部がつ よく外反 し頸

部はやや短か く胴部は大きく張 り下腹部に稜のある器形で胴部上に櫛描丁字辛C(3)と

なってお り、下半部は火熱 をうけて煤状の附着がみ られる。

鉢形土器(9)ほ ぼ完形品で僅のカーブで外反 し底部にはヘラ切の痕が残 る、内外面

は厚 く赤彩 され、供献用 と思われる。

鉢形土器(10)前 者 より大形でヘ ラ磨きのみの素文の土器で内部に煤状の付着する什

器形態の土器である。

甑形土器(14)底 部 よりほぼ直線的に外反 した器形で底部の穿孔は焼成前になされて

おり、口縁外辺に4.5条 の擦痕が平行に残 されており、煤状の付着物が底内部にある。なお

甑形土器の小形の破片が もう一点ある。

高杯形土器(16)脚 部%程 の破片で赤彩され、三角窓のあるもの、(17)杯 部が椀形の

赤彩の高杯破片、(18)圷 部底部に僅:か平面を有する接合 ホゾの顕著 な赤彩の高杯 破片、

(19)口 縁が水平近 く外反 し外面に稜のある赤彩された高杯片、(20)杯 部断面がゆるやか な

S字 状 を呈 し椀形の赤彩 された高杯、(21)圷 部に稜なく外反し赤彩された高杯などがある。

高杯形土器は復元できず破片ばか りであった。以上主なる集石墓出土の土器を見てきたが
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その他に も火熱をうけた土器片が多く見 られ、小形土器の破片も見 られた。

考 察

集石遺構が発見された時、集石上に圧砕か、或は破砕 された土器片が多 く、また赤彩 さ

れたもの も顕著な状態だったので、祭祀、呪術、墓趾的性格 を有する遺構 と想定 して該当

資料の検出に努めたが、埋納土器 としての壺形土器が2個 体以上 、供 献土器 として赤彩さ

れた鉢形土器1個 体以上、高杯形土器4個 体以上 と日常生活具 としての煮沸形態の大小の

甕形土器、鉢形土器、甑形土器の検出にとどまり、それに加えて小形の土器群があったが、

その他の資料は木炭片の検 出にとどまり(A)(B)の 配列状遺構の関係 も究明する資料 を

欠いているが、集石遺構は弥生住居廃絶後、埋没か進行 した時期に(或 は故意に埋没)構 築

され,た廃屋墓的の要素 を考慮 して集石(墓)状 の遺構 としたのである。 とぼしい管見 の中

から、県下の類例 をあげてみ ると、下伊那の弥生中期の林里遺跡(4)の 壷棺の隣の集石

遺構例、後期の同じく下伊那の的場遺跡例(5)に 座光寺原期の3住 居趾の集石遺構があ

る。同じ座光寺原期の権現堂前遺跡への2号 ・10号住居趾は、本住居趾例 と住居吐の(6)

平面、炉の位置、地床炉に炉縁石1個 の形態な どが共通 し、廃絶後の集石 もされている。

また家の前遺跡(7)4号 住の集石遺構からは底部穿孔壷 とガラス小玉が発見 され、住居

廃絶後再利用された廃屋墓 と呼ばれるものは伊那谷では松川町で5、 伊那市山の根遺跡で

1発 見例がある。(8)東 信では佐久市蟻畑遺跡(9)自 然石集構の中の石 の間に人骨

(30才位の女性頭蓋骨)と 壺破片が発見され、壺は箱清水II式 で、土器の内外面に火熱 をう

けた痕跡 とカルシューム残澤が附着 してお り土器 と人骨が同一一暁点に逢着したのではないか

と述べ られ、再葬墓的な解釈 もなされている。北信では埴科の屋地遺跡(10)に 後期に属す

る集石遺構例があ り、千曲川下流域では、栗林遺跡の集石趾や土墳墓があり(17)、 弥生後期

では、飯山市須多の峯遺跡は県下初 の方形周溝墓が発見 され(12)た が、これは送粥 義礼の

相違による墓制 と理解 したい。問山遺跡 と相対する安源寺遺跡では(13)土 器を破砕して土

彊墓 を覆 う墓制 をとってお り、立地の相違 を考慮すれば、庶民の墓制 として共通点が認め

られ る。以上、県下の類例を列挙 して きたが、本集有遺構にも多くの共通点を見出すことが

出来 る。廃屋墓的性格があげられる。また壺の存在は佐久市蟻畑遺跡例 と同型であり、火熱

を受けている点が似てお り、下伊那や、屋地遺跡例 とも埋測 据 趾の形態がきわめて類似し

ている点など注 目される。また土器の出土状態も墓趾的要素 を含んでおり、北信の弥生後期

遺跡の墓制の究明の資料 として類例の増加 を待って更に検討 を加 えてゆきたいと思われる。
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弥生 後 期住 居‡止(第24図)

遺 構 集石墓の調査が終'り、敷礫 を除去す る作業中、黒褐色土が続 く中に土器片が見

られたので更に掘 り下げた ところ、住居趾の南側の壁面が検出された。層序は県道側、西

で表土(黄 褐色土)は 埋立土で90cm、(旧 表土20cm)黒 色土20cm、 黄黒色混入土20cm 、以下住

居面は黄色土の地山となって礫が多量に含まれている。発見された土器は完形な ものほ無

くやや まとまった土器片は床面 より10cm程 うき上った状態で検出された。住居玩 のプラン

は用地の関係上完掘出来ず、やや不明確だが、南側の壁面は黄色土層に25cm程 掘 り込み、

東側の壁面は、傾斜に従 って逓減してお り、北側は混合土層のため不明確であった。平面

プランを復原してみると東西4.6m、 南北3.9mの 隅丸長方形が考えられる。主柱穴は2本

検出されたが、4本 が考 えられ壁周囲に柱穴が見 られたので未検出を含めて全面に存在す

ると思われる。東側の主柱穴の中間に径40×30cmの 楕円形の地床炉があり、西側に長方形

で平盤な炉縁石 を置いていた。深さは12cm程 で浅 く、火熱で下の礫が3～4cmあ り、脆 く

なっていた。床面は黄色土を敷いて硬 く叩き締めた状態になっていた。住居趾西 よりと壁

面外南側に焼土部分が見受け られた。この住居趾は隅丸方形、主柱間に炉趾を持つなど県下

の弥生後期の通有の形態であるが、中野 ・飯山地方では掘 り込みだけの地床炉が多いとされ

第24図E地 区弥生住 居趾 実 測図
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てお り、これらの弥生期の千曲川流域の炉について林幸彦、花岡弘の集成(13)が 発表され

たが、箱清水の炉については、中野 ・長野 ・東部佐久の全域にみられるとし、 また、当地

域 と接する群馬県の樽式土器の分布圏には地床炉に炉縁石の有する例が圧到的に多いとされ

ている。またこの炉縁石1個 を伴 う形式は的場遺跡例(15)な ど下伊那地方に多いとされ、

北信では松代 屋地遺跡例(16)の 弥生後期10号 住のコの字形炉縁石を伴 うも0)と、同例の

Y9号 住の炉縁石1個 の炉が棟持柱の下にある類例などと合せて今後の検討資料となろう。

遺 物(第6表)(第31図)

壺 口縁破片(1)床 面より上層で検出された もので塗彩はな くへ ら磨 きされ 、床面出

土土器 より後出的な要素がある。(2)は 内部まで赤彩 された壺下半部 の破片で(3)は

壷の底部破片と思われる。

甕(5)は 口縁やや外反 し折 り返 し状の口縁1をもち頸部に2連 の簾状文 を7条 単位2回

描 き櫛描波状文が口縁端部まで丁寧に細か く描かれているが、2次 火焔をうけて器面剥落

する。(6)(7)(8)(9)の 甕の底部破片であろう。

高杯(10A、B)は 胎土焼成か ら同体 と認定したもので杯部の口縁端部がつ よく外反す

る。脚部は折損 したものを使用 し高台状になっているが、折損面は使いつれ している赤彩

土器である。

高杯(11)は 小形器台 とも思われる小形供献土器で脚部に穿孔があ り、脚内部 までも赤

彩 されている。その他は小形塗彩壺の破片、刷毛 目だけの折返 し状口縁の小形壺破片、塗

彩 された口縁端部に櫛描波状文のある壼破片、ボタン状貼付文のある土器片や壺の口縁部外

面にヘ ラの縦面使用によって描いた斜格子状文があ り、下に櫛描平行文がある土器などで、

塗彩土器片 と他 との比は1:1で あ り、器面の多 くが剥離 したものが多 く見 うけ られた。

住居趾 と集石墓の土器

今回の調査で出土 した箱清水土器は、まず安源寺遺跡出土(17)の 土器に相似 した点

が多いことを指摘 したい。それは沖積地の氾濫原 を越して約5kmの 地縁関係のしからしむ

る所以であろう。同じように更に下流の田草川尻遺跡(18)に ついても指摘され る。安源

寺遺跡出土土器について橋本裕行他(昭58)(19)か ら提示された特色のうち、まず群馬県

の樽式土器の影響(20)の 土器は今回の調査 では抽出で きなか ったが、「くの字」状 口縁

として指摘 された甕口縁部の形態の土器片はD地 区か ら検出されている。口縁端 を意識し

た櫛描波状文の装飾的な文様、甕形土器の口縁端か ら胴部中半まで、埋められた波状文、
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折返 し状 口縁の甕形土器、土器製作地の問題 と胎土の類似等々の近縁関係が挙げられる。

(21)ま た赤彩土器の顔料の鉄丹には濃い赤色系 とやや黒ずんだ赤色の2種 類に大別され

る。前者の塗彩土器には鉢形土器(第28図9)や 高杯(第30図)が あり後者には壺(第29図22)

高杯(第29図20)が ある。所属時期 、器種及び形態、製作地などの問題は今後の検討に残され

ている。前記2遺 跡の発掘調査の業績や箱清水式土器の現状の先学諸氏の業績から援用 して

考察す ると、住居趾出土の土器群は、完形品を欠いて不明な点もあるが、塗彩土器の盛行、

甕形土器の形態 と文様などか ら後期中葉 とされよう。また集石墓出土の土器は混入の点が懸

念されるが、壼形土器の下半部の稜の存在や、甕形土器の長胴形で施文に乱れが多い点や、

高杯形土器の口縁部の形態などから、後期後葉の前半の時期に比定 したいと考えている。

平安時代

土師 住 居吐

遺;構(第25・26図)国 分期の住居趾がE9～12地 点で検出された。まず最:初、石組竈の遺

構が検 出され、住居趾の所在が確定した。この住居祉 も調査区の関係で西側部分 は未発掘

となった。図上復原 してみると南北4.5m、 東西4mの 隅丸方形に近いプランが想定 され

る。傾斜の上方南側 を20～30cm掘 り下げて床面を造成 しているが、床面は特に叩打された

第25図E地 区土師住居趾実測図
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形跡は認められなか った。柱穴は該期の県下例の如 く検出されなか った。東南隅に石組竈

があ り、幅、奥行が30cm、 高さは20cmを 測る。竈内には、脚高高台付杯 をはじめ、杯4個

が転落 していた。その東側 より甕破片1個 分が検出され、竈をめ ぐる住居内より8個 の杯

が、散って存在 した。竈の西方に接 して長径1m短 径50cm程 の上端やや平の石が据 られ、

その他にも土留めの石 と思われるものが存在 した。前記の石は工作台石 と考えられた。こ

の石の上方1m附 近の住居外に1m2程 の焼土部分が検出された。暗文のある碗形土器は南

壁面の中央やや西寄 りに発見され、前記以外の杯碗片は住居内に点々 と散在レていた。住

居中央北 より検出された胴上半部の小形壺破片は輪積痕を残 し五領期の所産 と考 えられる

ので、当地への混入と考える。また敲打石は据石の前面30cmの 床面より検出された。

遺 物(第7表)

甕形土器は2個 体分あ り、(第32図1・2)口 縁部が くの字に外反する国分期通有の形状の

ものである。下半部は欠落す る。杯形土器は復元できたもの10個 で内黒土器は3個 あ り。

全部ロクロ整形、糸切底である。小形の杯には内部中心部が盛 り上 りを見せるものがある。

(4・5・14)高 台付杯は2個(13・14)で 底部糸切後、高台部 を付着させている、高台

付碗形土器 としたものは4個 あ り、(15・16・17・18)中 にはほんの僅かの高台のものもあ

る。内黒の ものは2個 で18は放射状の暗文があ り、一部分に木 目状の押捺の痕があり(19)

製作時の聖台か乾燥時の台木の痕 と考えられる。高台部内側が乳首状にヘラ切された足高

高台付圷(22)が1個 検出され々、杯部は浅 く盤状を呈するものである。敲打器は安 山岩

の円礫で両端に打裂痕があり、側面にも凹部がある、住居内の据石 と関連した遺物 と考え

られる。 また復元されない圷片は5・6個 体分 ある。

考 察

本住居玩出土の遺物 としては暗文土器 と足高高台付杯の検出が注目される。特に後者は

中野市では初見の資料である。かつて川上元氏が、森嶋、笹沢両氏の先学の業績の上にた

って 、「土師系什器の展開 と終焉」の論文 を発表され、善光寺平の土師器の編年 を5様 式 ・

に分類 し、第5様 式(国 分期)を 更に5期 に分類 し、足高高台付杯の消長を論ぜ られ、そ

の資料を七遺跡より例示 されたが、本住居趾一括出土品 と類似す る資料は、長野市松代町

松原西遺跡出土品(23)で 暗文の杯が存在、足高高台付杯の高台先端部の形状など相似 し

ている。 これらは前掲論対によれば、善光寺平第5様 式の第V期 に当 り、12世 紀後葉に編
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年され、この足高高台杯の消滅 をもって中世の木製什器 との転換期 とされたのである。そ

してこれ らの時期は間山の歴史から言 うと三次にわたって発掘調査された建応寺の創建の

時代 と重なると想定される。(24)

その他 の 出土 品(第30図)

11～12グ リッ ドの出土品は五領期 と思われる壺破片、穿孔のある壺口縁部破片などがあり、

胎土 を見ると鉄分粒が細かいけれど含有し土器製作の素材が、条件を同じくして弥生時代から

継続して行われた事 を物語っている。(1)の 高杯は昭和56年の基盤整備事業施行の時、間山

区の丸山橋東方地点で矢野修 自氏が発見され、今回の調査で復元したもので、中野市歴史民俗

資料館に寄贈された。高さ23.5cm、 口縁部径22.7cmの 優品で脚内部を除いて赤色塗彩が厚 く施

され、簾状文が1筋 圷部に施 されている。脚内部には刷毛目状工具の擦痕が残っている。箱清

水式中葉の所産 と考えられる。(2)の 台付小形甕形土器は間山豊富神社東方の望月晃氏の宅

地か ら昭和40年 出土 した もので台部の広い安定した器形で胴部最大幅部より口縁上端まで櫛描

波状文 を施文しこれも所産は箱清水式中葉が考えられる。(3)の 甕は昭和53年頃、問山区の

望 月澄雄氏が字十二、464番 地、E弥 生住居趾の上方約30cmの畑のりんごの植穴より、発見さ

れたもので折返 し状 口縁の3条 の櫛描波状文があり、頸部の簾状文は、8条 である、胴部上ま

で乱れた波状文を施文 されてお り外面は煤が付着し、胎土焼成が良好である。今回の発掘土器

の検証によれば折返 し状口縁 をもつ甕形土器の胎土焼成が、全般的に良好な点が指摘できる。

第26図E地 区土 師住 居趾 カマ ド附近 平面 実測 図
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第27図E地 区3～4グ リ,Jド 出土遺 物 実測 図
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第28図E地 区集石 墓状 土墳 出土遺 物実 測図
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第29図E地 区集石墓状土獲出土遺物実測図

一50一



第30図E地 区集石墓状土墳出土遺物実測図

参考遺物実測図
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第31図E地 区弥生住居趾出土遺物実測図
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第37図E地 区 土師住 居趾 出土 遺物 実測 図
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6F地 区

間山字森下237-7、 矢野武明氏の宅地の一部である。県道沿の西側に面 している所で、

道路より若干高 く、北面に向ってゆるい傾斜地である。発掘面積 は約8m2で ある。(第1図)

発掘地Eの 土層は、三層から成 る。第一層は表土の耕作土で、約20cm内 外である。地区

西側中央部に、径18cm内 外の木株があ り、第二層へ食込み、影響 を与えている。耕作土の

ため礫は少なく、遺物はごく少量の土器片のみである。

第二層は16cm内 外の層で、第一層に平行 して、北 と東の両面へ若干の傾斜をしている。

第一層より若干黒褐色で、小礫が混入 している。遺物はこの層の下層か ら、第三層にかけ

て多 く出土 した。

第33図 下地区グリッド設定及び遺物分布図
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第三層は第二層より硬いが、黒褐色である。出土遺物の主体はこの層からである。 しか

し完形品は磨製石斧(第34図 ▲印)1点 のみでほかは土器の破片である。遺構 らしきもの

は検出されなかったが、自然の河原石が数個存在 した。(第34図S印)

遺物 として検出されたのは、土器が主体である。 しかし完形の土器は1点 もなかった。

完形品はわずかに、磨製石斧 と、隣接地区からの土製紡錘車の各1点 だけであった。

出±した遺物の概要は、次のようである。磨製石斧 ・縄文土器片 ・紡錘車 ・土師器片の

各1点 のほかは、弥生式土器片210点 である。

このうち特に弥生式土器は、胎土の不良のものが多 くti焼成後土器の表面が摩消 してい

るものが多い。したがって文様のみられるの は32片 であるが、不鮮明なものが多い。

土器の破片は、口縁部3点 、底部4点 のほかは、器形あ部位の不明なのが多い。また赤

色塗彩の明らかなのは13片 である。

出土遺物の特色について、以下示す。(第35図)

縄文土器(3)半 裁竹管文が深 く刻まれている。胎土焼成 もよいが、小破片である。

中期後葉か。

磨製石斧(15)長 さ5.5cm、 最大巾2.4cm、 最大厚0.7cmの 小形石斧であ る。全体が よ

く磨かれてお り、黒色の光沢がある。ただ頭部の一部の凹所は磨かれていない。 また刃部

は使用痕が認められ、こまかな鋸刃状が認め られる。こ
.の石斧の全体の形や刃部が、鉋形

石斧に類似 しているが、縄文時代のもの と見るべ きである。

弥生式土器(1)朝 顔形の口縁の大きな壺形土器であるが、頸部か ら肩部にかけての

ものである。胎土はあまり良 くないが、文様は頸部に櫛描簾状文があり、肩部に櫛描波状

第34図 下地 区遺 物分布 実 測図
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第35図 斥地区』土遺物実測図
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文が見 られる。

弥生式土器(2)底 部 を欠いているが、器形は鉢形に近 く小形である。台付かどうか

も不明である。これ も胎土があまりよくな く、頸部の櫛状波状文 も、部分的には消滅 して

いる。やや黒褐色を呈 し、全体がかわいい感 じのする土器である。

弥生式土器小破片(4～9)櫛 描の波状文や:簾状文をもち、頸部か ら胴部にかけての

ものである。32片 の文様の うちか ら、比較的鮮明なものをかかげた。

弥生式土器底部(10～13)10・11は 、かなり大 きいが、胎土が荒 く表面はざらざらし

ている。それに比べ12・13は 、小形であるが、胎土焼成はよ く、外部は黒褐色を呈す。10・

12は 壼形、11・13は 甕形か。

土製紡錘車(14)F地 区外の隣接す る字森下235-4の 、矢野修 自氏の工場敷地 よ り

出土 した。氏の語るところによると、昭和47年5月 中旬、工場 建設 のため地な らしをし

た。その際土器片にまじり、この紡錘車が出土 したとい う。 したがって出土層は不明であ

る。これは直径5.7cm、 厚さ21cm、 中央の孔の径0.9cm、 重量は70gで ある。胎土焼成がよ

く、がっちりしている。使用痕が認め られ、円周部や中央の孔附近は、部分的にす りへっ

た り、欠けたりしている。安源寺遺跡第3次 発掘品(注)の5例 と比較 してみる と、直径 は

ほぼ平均的であるが、厚みがあ り、重量 もかなりある。発見地点や、遺物の類例からして、

弥生時代 の遺物である。

以上の弥生式土器は、文様、器形等か ら後期の箱清水式に相当する。市内では三次にわ

たる発掘 をみた、安源寺遺跡(注2)に好例がある。

土師器(16)頸 部か ら肩部にかけての破片である。胎土焼成 も良 く、黒褐色を呈す。

文様は頸部の内外に櫛状の浅い刻みがあるが 、文様 としてはやや粗雑な感 じである。和泉

IIに相当す るものか。

以上F地 区について述べたが、特に本格的な遺構は見当らなか った。遺物では弥生後期

の箱清水に相当する遺物が主体であった。しか し遺物の土器は粗製品でしか も小破片が多

かった。 したがって遺跡の中核的な地区とは成 り得ない。

(田川幸生)

註1中 野市教育委員会 「安源寺遺跡第三次発掘調査報告書」土製紡錘車14P

註2中 野市誌編纂 委員会 「中野市誌歴史編(前 編)」安源遺跡の発展59P～
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第5章 む す び

間山地区には原始 ・古代 ・中世 にわたる問山遺跡があって、往古から出土品の多いこと

で知 られている。学術的発掘調査は、昭和33年 に神 田五六氏が 「間山石動下遺跡」の調査

を担当され、「建応寺跡」は昭和53.・54・57年 の3回 にわたって筆者が担当 して調査 し、

4回 の調査については、いずれ も報告書が刊行 されている。

今 回の調査は十二川沿えの県道拡幅工事施行前の緊急発掘調査で、川沿えの狭長な地帯

であ り、地形的にみて も遺構 ・遺物は稀薄であろうと予想されていた。 しか し、調査結果

は既述のごとき予想外の成果をあげた。成果 を集約 したものは次表のとお りである。

区分

編年

出 土 物
特 色

出土

地区
摘 要

遺 構 遺 物

原

始

時

代

縄文

前期
住居趾1

土器 片(関 山式 一多)、磨 石 斧1、

打石 斧1、 石鎌(有 柄)1、 石鍛

(無柄)1、 凹石2

繊 維 混 入

羽 状 縄 文

C

D

E

既 出(土 器 片 ・

石 器)

弥生

後期

住居吐1

集石趾2

土 器(箱 清 水 式 一高 上不 ・壷 ・甕 ・

鉢 ・甑 ・蓋)打 石 斧1

赤 色 塗 彩

波 状 文

籾 痕

E

D

F

既 出(合 口甕 棺 ・

太形 蛤 刃石 斧 ・

磨 石鍛)

古

代

古

墳
集石趾2 土器 片(五 領 式 一少)

複 合 口 縁

S字 口 縁

D

E

奈

良
住居趾1

土器 片(真 間 式 一杯 ・高 台付圷 ・

高圷 ・壺 甕)
手 つ く ね

A

c
既 出(銅 鍛)

平

安
住居趾1

土器(国 分式 一杯 ・高 台 付 杯 ・

足高 高 台付杯)、 灰 粕 片 、須 恵

片 、刀子1、 鉄 器 片1

糸切 底 、 内

黒 、石 組竈

c

F

間山石動下遺跡

(昭33年発掘)

建 応 寺 跡

日野郷(和名抄)

中

世

室

町

古銭(聖 宋元 宝)1、 石 臼片2、

砥 石 片2、 内耳土 器 片(多)
石 臼6分 角 A

小 曽崖 城 跡(古

銭 ・青 磁 ・白磁)

旧盆あけを待っての発掘調査は、残暑きびしい 日々が続 き、作業は難渋をきわめたが、

調査団員 をは じめ、作業に協力 くださった努力によって、上述の成果をあげることができ

た。関係者各位に心か らお礼を申しあげる次第である。

(金井汲次)
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第2表C地 区 出土土 器(第11・12図)

番号 器形
法 量(Clll)

形態上の特徴 手法上 の特徴 胎 土 焼成
色 調

備 考
器高 口径 底径 外 内

1 甕 一 24 一
残
存 口縁部外開部

ロクロ整形

ヘ ラ磨 き 小 砂 良 赤褐色 :茶褐色 土師C-6-8接 合

2 甕 一 一 一

残
存 全体に凸凹有り
部

ヘ ラ磨 き、左上 より

右下に13条 の線刻
小 砂 石 粗悪 黒褐色 薄茶色

土師すすけたあと有 り

胴部

3 甕 一 24 一 .

残
存 口縁部外開部

ロクロ整形、ヘラ磨き

外面凸凹あ り
小 砂 良 茶褐色 薄茶色

土 師 住Na4、CA6・7と

接合

4 甕 一 20 一
残
存 口縁部外開部 ロクロ整形 小 砂 良 茶褐色 茶褐色

土師カマ ド東

石英雲母含む

5 甕 一 26 一
残存

口縁部外開
部'

ロクロ整形 小 砂 良 薄茶色 焦茶色 土師Na9

6 甕 一 27.8 一

諜 騨 側まる
ロクロ整形 小 砂 良 薄茶色 茶褐色 土師Jア ト

7 甕 一 28.5 一

残
存 外縁部外開
部

ロクロ整形 小 砂 良 茶褐色 茶褐色 土師 ⑱N・7

8
高 台
付 杯

一 一 7.7
残
存 椀 形
部

ロクロ整形 小 砂 粗悪 茶褐色 中 黒 土師 住Na2

9
手つ く

ね土器
2.3 4.8 4.6

残 口縁部高底有 り

誰 部舳 している
手 小 砂 粗.悪 茶褐色 茶褐色 土師CA-6

10 壺 一 2.5 一
残存無頸壷

部
ロクロ整形 小 砂 良 青灰色 灰 色 CB-2

11 甕 一 一 5.5
残
存部 ロクロ整形

小.砂
鉄 分 粒 良 茶褐色 茶褐色 土師CA-20

12 甕 一 一 6

残
存 糸切底
部

小 砂 良 灰 色 灰 色

13 壷 一 24.5 一
残
存 口縁部外開
部

ロクロ整形

ヘ ラ横磨 き 小 砂 石 粗悪 :茶褐色 青褐色 C-24

14 甕 一 12.2 一
残
存 口縁部外開
部

ロクロ整形

ヘ ラ磨 き 小 砂 良 茶白色 茶白色 C-24

15 壺 一 12 一

鞭 聾 最大径を
ロクロ整形 小 砂 石 粗 赤褐色 黄茶褐色 C-24

16 壷 一 一 5
残
存 弥生に近い土師部 ヘ ラ磨 き 小 砂

鉄 分 粒 良 薄茶色 薄茶色 C一

17 皿 1.6 ユ3.5 7.5
舟 形
糸切底

ロクロ整形
ヘ ラ磨 き 小 砂 良 茶褐色 黒 土 師 .C-24

18 上不 5 12 5 椀 形
ロクロ整形

ヘ ラ磨 き 小 砂 良 茶褐色 中 黒 土 師C-24、

19
高 台
付 圷

一 .9.9 『 丸底残存部
皿形

ロクR整 形

糸切底(f不 部)
小 砂 粒 良 茶褐色 茶褐色 土 師'C-24

20 甕 一 14.5 一 外 開
ロクロ整形

ヘ ラ+磨 き
小 砂 良 茶:褐色 茶褐色

土師 矢野修 自工場 ヨコ

C地 区

21 士不 5.1 15.2 7.4 椀 形
ロクロ整形

ヘラ磨 き 小 砂 粒 良 赤褐色 黒 土師C-24カ マ ド

22
高 .一台

付 杯
4.1 13.2 一 椀形口縁外反 ロクロ整形 小 砂 良 青褐色 黒 土師C-24カ マ ド

23 高 杯 一 一 一
残
存 皿部椀形部 ヘラ磨 き 小 砂 良 茶褐色 茶褐色 土 師 一C-24

24
古 ム同 口

付 杯
7.7 16 7.7 椀形口縁外反 ロクロ整形 小 砂 良 灰 色 灰 色 灰C-24矢 野修自工場 ヨ

紬 コ残存部3分 の1以 下

25 甕 一 31.8 一
残存

口縁外反
部

ロクロ整形 砂粒混入 良 青灰色 灰 色 須恵C-24

26 甕 一 } 一
残
存 胴部開部 交差 タタキ・目 小 砂 粗 灰 色 灰褐色 須恵C-24

27 甕 一 一 一

残
存 頸 部
部

平行 タタキ目 小 砂 良 灰 色 灰 色 須恵C-24

一59一



第3表D地 区出土 土器(第17図)

法 量(cm) 色 調
番号 器形

器高 ・径1底径
形態上 の特徴 手 法上 の特徴 胎 土 焼 成

外 内
備 考

1 壺
推定

46
本文中参照

外面 ヘ ラ磨きの後
塗彩

内面 ハ ケ目調整

2～3mmの 砂

粒を含む

雲母 を含む

やや

堅 い
黄茶色 榿茶色

D-20出 土

胴部吉程度及び口縁部欠損

外面 縦方 向のハケ 所々に酸化粒 3
9～ 号残存

2 甕 14.5 11
目調整

内面 横方向のヘラ

が含まれる2
～5mm程 度の

やや

もろい
黒茶褐色 茶褐色

煤が頸部 より下方に付着 し

ている

削 り 砂粒を含む D-12出 土

外面 横方向のハケ

3 11

推定
11

目調整

内面 〃
雲母を多量に

堅 い // 11
÷残存

14
文様は下から上に

含む D-17～18出 土

向って施文

4 11
推定

16
11

外面 頸部に整形時

の指頭圧痕有り

内面 頸部 を境 とし

て上面は横ナデ

整、下面は横方向

のヘラ削 り

5mm程 度の小

石が希に含ま

れる。

所々に酸化粒

を含む

堅 い 黒黄茶色 榿褐色 D-18～19出 土

5 小形甕 3 //
外面 ヘ ラ磨き

内面 ヘ ラ削 り

1mm程 度の細

石粒 を含む

粗雑で

あ るが
堅い

黒灰色 黒灰色 D-20出 土

外面 縦方向のヘラ 1mm程 度の細

6 高 堺 11
磨きの後、赤色塗彩

内面 上方ヘラ削 り
石粒を極少量 堅 い 丹 彩 茶 色 D-17出 土

下方ヘラ磨 き 含む

7 11 II

外面 接続部横方向
ヘラ削り、脚部不

規則なハケ目調整

内面 ヘ ラ削 りの後

粗雑なハケ目調整

3mm程 度の石

粒を多量に含

む,

雲母 を含む

やや

堅 い

一部丹彩

淡白茶色
黒茶色 D-18出 土

外面 接続部横方向 雲母を含む

8 li 〃 のヘラ磨 き
3mm程 度の細

石粒、極 少量
u 11 淡茶色 D-20出 土

内面 ヘ ラ削 り 含む

9 117 11
外面 ヘ ラ磨き

内面 ハ ケ目調整

雲母を含む
酸化粒を含む

やや

もろい
茶 色 檀褐色 D-20出 土

10 甑 5 11
外面 ヘ ラ削 り

内面 〃

酸化粒を含む

4mm程 度の石

粒 を含む

11 茶白色 淡茶色 D-23出 土

11 紡錘車
厚 さ

推定
1

外 径

6.5

孔径

6
11

ナデ整形

整形時指頭圧痕あり

1mm程 度の砂

粒 を含む
堅 い 茶褐色 D-20出 土

手つ くねによ り成形 5mm程 度の石
12 器 台 7.5 9 8 11 ナデとヘラによって 粒を含む もろい 黄茶色 D-20出 土

整形 雲母を含む

外面 全面をハケ目

調整した後、口縁

下外を横ナデ、口 黒雲母を含む
やや

13 甕 13 II 唇部 をヘラ削 りに 0.5mm程 度 の 淡赤茶色 黒褐色 D-18～19出 土

よって平坦面を作 砂粒を含む もろい

っ てい る

内面 ハケ目調整

外面 口縁横ナデ 1mm程 度の砂

14 II 15 11
胴部ハケ目調 整 粒を多量に含 11 赤茶色 11 U-18出 土

内面 胴部ヘ ラ磨 き む

外面 縦方向のハケ 1mm～2mm程

15 11 15 //
目調整の後、口縁

部のみ横ナデ
病の砂粒を多 !/ 榿茶色 茶褐色 D-20出 土

内面 横ナデ 量に含む

16 u 12.5 //

外面 全体 をハ ケ目

調整の後、口縁部
のみ横ナデ

内面 様方向のハケ

目調整の後、横ナデ

雲母 を含む
1mm程 度の砂

粒を多量に含

む

n 赤茶色 薄黄茶色 D-18出 土

一60一



法 量(cm) 色 調
番号 器形 形態上の特 徴 手 法上 の特徴 胎 土 焼成 備 考

器高 口径 底径 外 内

17 壺 14 本文中参照
全面にハケ目調整

口縁下段 内面に1段

のクシ目有 り

酸化粒を小量

含む

やや

堅 い 赤茶色 薄赤茶色

D一 ユ8出土

胴部 と口縁接合部内外面に

整形時の指頭圧症有 り

18 11 14 11 全面にハケ目調整 11 /! // 赤茶:色
〃

D-18出 土

■一 ■ 胴部 と口縁部 との接合部に

19 II 15.5 // // 11 堅 い 暗茶褐色 暗茶褐色 おいて欠損

D-18

外面 ヘラ磨 き 雲母を含む
20 Il 11 内面 ヘラ削 りの後 2～3mm程 度 11 // 赤茶褐色 D-18出 土

ハ ケ目調整 石粒を含む

21 高 杯
上不部

20 11

外面 ハケ目調整
一部ヘラ削り

11

石 英 、雲 母 を
やや

榿茶色 榿茶色
D-18出 土

4
内面 ヘラ磨 き 含む 堅 い 杯部のみ

22 li 11
外面 ヘラ磨 き

内面 〃

1mm程 度の砂

粒を含む

やや

もろい
薄榿茶色 暗榿茶色

外面 磨滅のため不
明 2mm程 度の石

23 // n
内面 スソ部 との接

合部上方はヘラ削

粒 を含む

石英、雲母を
11 黄茶色 赤茶色 D-18出 土

り、下方はハケ目 含む
調整

脚部 外面 ヘラ磨 き
24 n 4.5 11 底部内ヘラ削 り後、 石英を含む 堅 い 榿褐色 榿茶色 D-7出 土

7 ナデ

雲母、石英、 やや
25 Il n 全面 ハケ目調整 長石等 、砂粒 赤茶色 黄茶色 D-18出 土

を多量に含む
堅 い

26 // 11

ヘラ磨 き

ハケ目調整
石英、雲母を

含む
Li 薄茶褐色 薄黒褐色 D-20出 土

外面 ハケ目調整の

27
士目'形

土 器
7.0 13 2 11

後、口縁部横ナデ

内面 胴部ヘ ラ磨 き

2～3mm程 度

の砂粒 を含む

やや

もろい
薄赤茶色 赤色塗彩 D-18出 土

口縁部横ナデ

28
、u

13 //

外面 ハケ目調整

内面 口縁端部横ナ

デ、ハケ目調整

砂質に富む

雲母を含む
n 黄茶色 黄茶色 D-18出 土

29 ii 9.6 Il
外面 ハケ目調整

内面 〃
雲母を含む n 暗黄茶色 暗黄茶色 D-18出 土

第4表E-3・4地 区 出土遺物(第27図)

弥 生

番号 器形
法 量(cm)

形態上の特徴 手法上の特徴 胎 土 焼成
色 調

備 考
器高

一.

口径 底径 外 内

1 甕 22.3
折返 し口縁

最:大径胴部

口縁上 まで施文

施文乱れる、平行文

鉄 分 粒

石 英 粒 ●
堅 黒褐色 赤褐色 外面 煤状付着

2 u 24 胴部最大径 波状文合致せず、メ
ガネ状 を呈す

鉄 分 粒 堅 灰褐色 灰褐色 頸部上残存

3
小 形
壼 J

内面 不整形
外面 赤色塗彩

小 砂 堅 赤褐色 Il 底部残存

4 高rI{: 16.4 脚部器厚薄手

ホゾ接合、内刷毛 目

整形外ヘラ整形

塗彩

鉄 分 粒

小 砂
堅 Il 黄褐色 脚部残存、煤状付着

5 蓋 2.8 つまみ部凹あ り 外塗彩 鉄 分 粒 堅 II 黒褐色 つまみ残存

G
大 形

壷
7.3

底部上げ底

下腹部、外反、稜 あり

薄手、下腹部塗:彩な

し
鉄 分 粒 脆 灰褐色 灰褐色 下腹部残存

7 凹 石 堅

8
有 柄
石 鎌
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番号 器
法 量(cm)

形態上の特徴 手 法上の特徴 胎 土 焼成
色 調

備 考器高 口径 塵径 外 内

9
打 製
石 斧

10 鉄 器

土 師

11 甕 胴部円形 外ロクロ整形、後刷毛

目整形、内ヘラ整形
小 砂 脆 赤褐色

灰褐色 茶褐色 上半部残存

12 嚢 胴部円形 外ロクロ整形、後刷毛

目整形、内ヘラ整形
小 砂 脆 赤褐色

灰褐色 茶褐色 上半部残存

13 高 杯 脚部細長し 外ヘラ磨 き、縦

脚内部刷毛 目
鉄分粒砂 堅 黄褐色 黄褐色 脚部残存

参 考

1 壺 17.9
頸部短か く、くの字
に外反 刷毛目整形 鉄 分 粒 堅 黄褐色 黄褐色

2 高 杯 23.3 22.7 13.5 脚部に窓なし 赤彩厚 く塗彩
鉄 分 粒
小 砂 堅 赤褐色 脚 内

黄褐色 丸山橋東出土

3
台 付

甕
台付部発達

口縁 部まで

櫛描施文
堅 黒褐色 黒褐色 望月晃氏宅地出土

第5表E地 区集 石墓 状土 墳 出土土 器(29・30図)

番号 器 形
法 量(cm)

形態 上の特徴 手法上の特徴 胎 土 焼戒
色 調

備 考器高 口径 底径 外 内

1
甕

27.3 19.3 4.2

最大径胴部

やや胴部のびる

波状文、整文せず
口縁まで施文、ヘ ラ

磨 き

小 砂 石

鉢 分 粉
堅 赤褐色 赤褐色 2次 焼成のあとあ り

z 甕 29.5 19 7 胴部最大径 口縁か ら胴部まで施

文、ヘラ磨 き
小 砂
鉄 分 粒 堅 黄褐色 黄褐色 底部煤状物付着 一

3 甕 18 最大径、『胴部

波状文やや粗に櫛描

口縁 まで施文、内ヘ

ラ磨 き

鉄 分 粒

小 砂
堅 黒褐色 黒褐色 胴上半部残存

4 甕 23 胴部最大径
波状文整合せずメガ

ネ状 を呈す
ヘラ磨 き

鉄 分 粒

小 砂
堅 黄褐色 黄褐色 上半部完存

5 甕 13.2 胴部最大径
波状文口緑 まで施文

口縁薄手、ヘラ磨 き
鉄 分 粒
小 砂 堅 赤褐色 黒褐色 上半部のみ残存

6 甕 6 底部厚手 鉄 分 粒
小 砂 堅 赤褐色 黒褐色 下半部残存

7 小形甕 10.3 10 5 口縁部径最大 波状文口縁 まで施文
ヘ ラ磨き

鉄 分 粒
小 砂 堅

黒褐色

赤褐色 黄褐色 内部煤状物付着

8 小形甕 8.8 胴部最大径
口縁部まで細かな波

状文施文、ヘラ磨き

'
鉄 分 粒

小 砂
1堅

赤褐色 黒褐色 火熱をうけ、下半部 ・外部

剥落、台は?

9 小形鉢 6.2 12 4 胴部碗形
内外面に厚 く赤彩

底部にヘラ切痕、ヘ

ラ磨き

鉄 分 粒

小 砂
堅 赤 色 赤 色 ほぼ定形

10 鉢 約

12.5

約

18.5
7.2 底薄手 ヘ ラ磨 き無文 鉄 分 粒

小 砂 脆 黄褐色 黄褐色 内部煤付着

11 鉢 7.1 底薄手 ヘラ磨 き無文 鉄 分 粒
小砂粒多 脆 赤褐色 黄褐色

内部煤付着
籾痕あり

12 鉢? 8.8 揚底状 ヘ ラ磨 き無文 鉄分粒小
小 砂 堅 赤褐色 黄褐色

黒褐色 下半部残存

13 甕? 6.3 鉄 分 粒
小 砂 堅 黄褐色 底部残存

14 甑 9.5 21.8 4.5 直線的に外反 無文ヘラ磨 き
鉄 分 粒
小 砂 堅 黄褐色 黄褐色

15 甑 4.8 ヘラ磨 き粗製 鉄 分 粒
砂 粒 脆

黄褐色
黒 色 黄褐色 底部残存

16 高 杯 11
底部つよ く外反

三角窓4ヵ 所

脚内部ヘラ削 りあと

外赤彩
砂 粒 多 堅 赤 色 黄褐色 底部残存、剥 落部分あり
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番号 器形
法 量(cm)

形態上の特徴 手法上の特徴 胎 土 焼成
色 調

備 考
器高 口径 底径 外 内

17 高 圷 碗形の杯部 脚部内部刷毛目 小 砂 堅 赤 色 塗彩なし 接合部の残存

18 11 杯部底平面あり
接合 ホゾあ り

赤彩厚 し
砂 粒 多 脆 赤 色

脚内部

塗彩なし
//

19 11 17.2
杯口縁水平近 く外反

稜 あり
赤彩厚し 鉄 分 粒 堅 赤 色 赤 色 杯部分

20 11 17.2
上不口縁外反し

S字 状
赤褐色の塗彩

胎土中は
灰 黒 色

堅 赤褐色 赤褐色 11

21 11 22.8 杯部稜なく外反 赤 彩 小 砂 堅 赤褐色 赤褐色 11

22 壺 G4 30.3 16

口縁外反ゆるく細口

下腹部に稜あり

下腹部内部刷毛 目状

工具、ヘ ラ磨 き櫛描

文細がき

鉄分粒が

目 だ つ
堅

上赤褐色

下黄褐色

上赤褐色

下黄褐色
下半部に火熱のあとあ り

23 11 30.1 口縁つ よく外反
口縁破状文頸部
縦横平行文

鉄 分 粒 堅 赤褐色
塗 彩 赤褐色 胴部の上残存

24 11 14.4 下腹部に稜 内部刷毛目縦横走る 鉄分粒が

目 だ つ
堅 黄褐色 黄褐色 下半部残存

第6表E地 区弥生住居趾出土土器(第31図)

番号 器形
法 量(,m)

形態上 の特徴 手 法上 の特徴 胎 土 焼成
色 調

備 考
器高 口径 底径 外 内

1 壼 17.9 口縁部外反中位

ヘラ磨き

内面 横 なで

外面 縦 なで

鉄 分 粒

砂 少
堅 黄褐色 黄褐色 頸部破片

2 壺? 7 底部突出形
ヘラ磨き

外面、内面まで赤彩

鉄 分 粒
石 英 粒

堅 赤褐色
赤褐色
黒褐色 下腹部残存

J 壼 10.2 下腹部外反つよし 鉄 分 粒 脆 赤褐色 赤褐色 〃 、器面剥離

4 壺? 11 上げ底 ヘラ磨 き 鉄 分 粒 堅 黄褐色 黄褐色 底部残存

5 甕 1?.2
最大径胴部
折返し口縁

細い櫛描文
頸部簾状文

鉄 分 粒 脆 灰褐色 黒褐色 火熱 をうける

6 // 6.4
鉄 分 粒
小 砂 脆 灰褐色 黒褐色 底部残存、k

7 Il 8 外面 縦ヘ ラ磨 き 砂 粒 多 堅 灰褐色 黒褐色 11

8 11 6 底薄し ヘラ磨 き 鉄 分 粒 堅 黒褐色 黄褐色 11

9 Il 6.1 ヘ ラ磨 き、 鉄 分 粒 堅 赤褐色 灰褐色 IJ

10 高杯? 脚部折損後使用痕 ヘラ磨 き、塗彩
鉄 分 粒
小 砂

堅 赤褐色 赤褐色

`

接合部残存

11 高f不 脚部開 き穿孔あ り 塗彩脚内部にもあ り 小 砂 堅 赤褐色 赤褐色 11

12 小形壼 8.8 口縁部やや直立 内面 刷毛整形 小 砂 堅 黄褐色 黄褐色 頸部上残存

第7表E地 区土師住居趾出土土器(第32図)

番号 器形
法 量(cm)

形態上 の特徴 手法上 の特徴 胎 土 焼成
色 調

備 考'
器副 ・径 底雀 外 内

1 甕 22.7
口縁部 くの字形に外

反

外面 』aク ロ整形

内面 刷毛目整形
小 砂 脆 黒褐色 赤褐色

2 /! 23.9
口縁部僅かの外反

円不整形

外面 ロクv形 刷

毛 目

内面pク17整 形刷

毛 目

3 ナ不 2.6 8.7 5 小形圷台部作 り出し 糸切底、ロクロ整形 鉄 分 粒 堅 赤褐色 赤褐色

4 t不 2.6 8.G 4.7

1

小形杯台部作 り出し

陵 あり
ロクロ整形、糸切底 鉄 分 粒 脆 赤褐色 赤褐色
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番号 器 形-
法 量(cm)

形態上 の特 徴 手 法上の特徴 胎 土 焼成
色 調

備 考器面 口径 底径 外 内

5 t不 2.7 10.6 5.2
内部中心乳状に盛 り

上る
ロクロ整形、糸切底

鉄 分 粒

小 砂
堅 黄褐色 灰褐色

6 11 3.3 10.2 6.1
やや碗状、内部中心

もり上 る
ロクロ整形、糸切底 小 砂 堅 灰褐色 赤褐色

7 11 5 12.3 5 外面 鉢巻状整形
内面 黒 うす し、糸

切底
小 砂 堅 灰褐色 黒褐色

8 11 4.5 12 6.5
底部台作り出し
形 不整形

ロクU整 形、糸切底

内黒
小 砂 堅 赤褐色 黒 色

9 rr 4.7 13.1 6 底部中心部盛り上り 薄羊、糸切底
鉄 分 粒
細 砂 脆 灰褐色 灰褐色

10 Il 3.7 13.5 6.4 杯内中心盛 り上 り 薄手、糸切底
鉄 分 粒
小 砂 脆 灰褐色 灰褐色

11 // 5.9 14.1 5.3 鉢巻状整形 内黒、糸切底 堅 灰褐色 黒 色 破片離れて発見

12 ノi 4.2 12.2 5 外面 鉢巻状整形
外面 ロクロ整形、

糸切

内面 磨 き

鉄 分 粒

小 砂
堅 赤褐色 黒褐色 内煤状付着

13
高台杯
付

5.8 14.2 7.6 円不整形 薄手、高台部後付着
鉄 分 粒
小 砂

脆

一.

赤褐色 黄褐色
' 嶋

14
高台杯
付

5.7 14.4 7.5
高台部厚手
円不整

高台部後付着
ロクロ整形

鉄 分 粒
小 砂

堅 灰褐色 灰褐色

15
高台∫不

付
14 白縁部僅か外反 ロクロ整形薄手 小 砂 脆 禮褐色 灰黒色 高台部欠失

16
高台付

碗
16 大 形 高台部僅か?

ロクロ整形 小 砂 脆 榿褐色 灰黒色

17
高台付
碗

6 15.5 6.1
低い高台、鉢巻状

整 形

ロクロ整形、内黒

内磨 き
小 砂 堅 灰黒色 黒 色

18 高台付
碗

7.9 15.7 7.6 大 形
内黒、内面放射状に

暗文、木 目状痕あ り
小 砂 堅 灰黒色 黒 色 外下部タール状付着

19
足高高
台付堺

7 14.6 104
器台状の高台
盤状の杯部

高台部付着後ヘ ラ切

り、ロクロ整形
小 砂 堅 黄褐色 黄褐色

20 壷 小形壼 内部輪積手法 小 砂 堅 赤褐色 赤褐色 胴部上残存

21 敲打石

22 砥 石
i
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第

一
図

版

1.調 査 団結 団式
2.調 査 風景

4.C地 区 弥生住 居趾

3 調査風景

5.D地 区 集石杜
7.E地 区土 師住 居趾

6.D地 区弥 生住 居肚 8.E地 区住居祉 カマ ド趾
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第

二

図

版

1.E地 区 集石墓 状 土墳 確認 時 3.E地 区弥生 住居 趾

4.A地 区出土 古銭 5.C地 区住居 祉 内 出土

手つ くね土 器

2.E地 区集 石墓 状土 墳

6,C-23・24出 土 土 器
7.C地 区住 居杜 内 出土 刀子

8.E地 区 集石 墓状 土墳

出土甕 形 土器

9.E地 区集石 墓状 土橿

出土甕 形+器

10.E地 区集石 墓状 土墳 出土

鉢形 十器
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1.D地 区集 石趾 出土壺 形土 器 2.D地 区集石杜 出土柑 形土 器

3.D地 区集石 吐 出 土壺 形十 器

第

三

図

版

4.E地 区集 石墓 状土墳 出土

小 形甕 形土 器

5.D地 区集石蛙 出土

手つ くね器 台形土 器

6.E地 区土師 住居 趾 出土

7.C-23・24出 土 皿 形 土 器

8.E地 区土師住 居杜 出土土器

9.調 査地 周辺 出土土 製紡 錘 車 10.調 査 地 周辺 出十

高杯形土 器

11.調 査地 周 辺 出土

高 台付甕 形土 器
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